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六中
学
校
令
改
正
（
大
正
八
年
）
中
学
校
令
施
行
規
則
中
改
正
（
大
正
八
年
）
七
中
学
校
令
施
行
規
則
中
改
正
（
昭
和
六
年
）
中
学
校
教
授
要
目
改
正
（
昭
和
六
年
）
八
中
学
校
教
授
要
目
中
改
正
（
昭
和
一
二
年
）
九
中
等
学
校
令
（
昭
和
一
八
年
）
中
学
校
規
程
（
昭
和
一
八
年
）
中
学
校
教
科
教
授
及
修
練
指
導
要
目
（
昭
和
一
八
年
）
（
参
考
）
高
等
女
学
校
・
実
業
学
校
に
お
け
る
実
践
お
わ
り
に
参
考
文
献
国
語
科
教
育
課
程
の
成
立
と
展
開
―
―
中
学
校
（
旧
制
）
を
中
心
に
―
―
松
岡
繁
目
次
は
じ
め
に
一
学
制
（
明
治
五
年
）
中
学
教
則
略
（
明
治
五
年
）
二
教
育
令
（
明
治
一
二
年
）
中
学
校
教
則
大
綱
（
明
治
一
四
年
）
三
中
学
校
通
則
（
明
治
一
七
年
）
中
学
校
令
（
明
治
一
九
年
）
尋
常
中
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
（
明
治
一
九
年
）
四
中
学
校
令
改
正
（
明
治
三
二
年
）
中
学
校
令
施
行
規
則
（
明
治
三
四
年
）
中
学
校
教
授
要
目
（
明
治
三
五
年
）
五
中
学
校
施
行
規
則
中
改
正
（
明
治
四
四
年
）
中
学
校
教
授
要
目
改
正
（
明
治
四
四
年
）
一
はじ
め
に
本
稿
で
は
、
明
治
五
年
公
布
の
「
学
制
」
か
ら
昭
和
一
八
年
の
「
中
学
校
教
科
教
授
及
修
練
指
導
要
目
」
ま
で
を
中
心
に
、「
国
語
科
教
育
課
程
の
成
立
と
展
開
」
を
概
観
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
等
学
校
に
も
各
種
の
学
校
が
あ
る
が
、
旧
制
の
中
学
校
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
主
流
を
占
め
た
学
校
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
等
女
学
校
等
他
の
学
校
の
実
態
も
、
お
お
む
ね
推
測
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、「
教
育
課
程
」
と
い
う
言
葉
は
、
旧
制
中
学
校
の
時
期
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
当
時
、
教
育
課
程
の
編
成
は
、
勅
令
や
文
部
省
の
省
令
・
訓
令
等
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
、
学
校
が
関
与
し
た
、
厳
密
な
意
味
で
の
「
教
育
課
程
」
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
論
題
の
「
国
語
科
教
育
課
程
」
と
い
う
文
言
は
適
切
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
当
時
の
実
践
活
動
を
す
べ
て
包
含
す
る
よ
う
な
適
切
な
言
葉
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
私
ど
も
に
な
じ
み
の
深
い
「
教
育
課
程
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
高
等
学
校
に
お
い
て
、「
教
育
課
程
」
の
言
葉
が
登
場
す
る
の
は
、「
学
習
指
導
要
領
一
般
編
（
試
案
）」（
昭
和
二
六
年
七
月
一
〇
日
文
部
省
発
行
）
か
ら
で
、
そ
れ
以
前
は
、「
教
科
課
程
」
と
称
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
長
い
旧
制
の
中
等
国
語
教
育
の
歴
史
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な
法
令
の
も
と
で
、
ど
の
よ
う
に
理
論
づ
け
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
実
践
さ
れ
て
き
た
の
か
を
正
確
に
と
ら
え
る
こ
と
は
、
私
ど
も
の
今
後
の
実
践
に
多
く
の
示
唆
と
指
針
を
与
え
て
く
れ
る
と
思
う
。
本
論
に
よ
っ
て
、
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
国
語
科
教
育
の
問
題
点
が
、
今
後
の
実
践
に
生
か
さ
れ
、
今
日
的
課
題
の
解
明
の
礎
の
一
端
と
も
な
れ
ば
幸
せ
で
あ
る
。
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
四
号
二
２６１
な
お
、
時
代
相
等
的
確
な
把
握
を
期
す
た
め
、
や
や
煩
雑
に
は
な
る
が
、
法
令
を
多
く
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
確
さ
を
求
め
た
箇
所
も
多
い
の
で
諒
と
さ
れ
た
い
。
一
学
制
（
明
治
五
年
八
月
三
日
文
部
省
布
達
）
中
学
教
則
略
（
明
治
五
年
九
月
八
日
文
部
省
布
達
番
外
）
 
学
制
主
旨
 ア
「
学
制
」
の
第
二
九
条
で
は
、
中
学
に
つ
い
て
、「
中
学
ハ
小
学
ヲ
経
タ
ル
生
徒
ニ
普
通
ノ
学
科
ヲ
教
ル
所
ナ
リ
分
テ
上
下
二
等
ト
ス
」
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
等
の
ほ
か
に
、
工
業
学
校
、
商
業
学
校
、
通
弁
学
校
、
農
業
学
校
等
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
後
の
中
等
学
校
に
当
た
る
学
校
を
、
す
べ
て
中
学
校
と
称
し
て
い
る
。
 イ
下
等
中
学
は
一
四
歳
か
ら
一
六
歳
ま
で
の
三
年
、
上
等
中
学
は
一
七
歳
か
ら
一
九
歳
ま
で
の
三
年
間
を
原
則
と
し
た
。
 ウ
「
下
等
中
学
教
科
」・「
上
等
中
学
教
科
」
は
、
と
も
に
「
国
語
学
」「
習
字
」「
古
言
学
」
が
、
国
語
関
係
の
教
科
と
し
て
設
け
ら
れ
た
。

中
学
教
則
略
ア
主
旨
「
学
制
」
実
施
の
方
法
を
布
達
し
た
も
の
で
、
後
の
施
行
規
則
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。
「
下
等
中
学
教
則
」
で
は
、「
国
語
」「
習
字
」「
国
語
古
言
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。「
上
等
中
学
教
則
」
で
は
、「
国
語
古
言
」
２６０
国
語
科
教
育
課
程
の
成
立
と
展
開
三
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
既
に
制
度
と
し
て
の
国
語
科
に
相
当
す
る
も
の
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。
全
体
と
し
て
は
、
洋
学
特
に
自
然
科
学
に
重
く
、
し
た
が
っ
て
国
語
科
の
占
め
る
地
位
は
、
軽
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
な
お
、
こ
の
布
達
は
、「
小
学
教
則
」
と
と
も
に
頒
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
明
治
一
一
年
五
月
文
部
省
布
達
に
よ
っ
て
、
「
学
制
」
の
施
行
規
則
と
し
て
制
定
さ
れ
た
小
学
・
中
学
等
の
諸
規
定
は
廃
止
さ
れ
た
。
イ
愛
媛
県
の
例
こ
の
当
時
の
具
体
的
な
実
施
例
と
し
て
、
愛
媛
県
の
も
の
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
「
改
正
松
山
中
学
校
規
則
」（
明
治
一
一
年
六
月
二
七
日
布（
１
）
達
）
こ
の
規
則
に
よ
れ
ば
、
甲
科
（
お
よ
そ
五
年
）、
乙
科
（
お
よ
そ
三
年
）
を
設
け
て
い
る
。
甲
・
乙
両
科
の
科
目
を
「
教
則
」
で
は
、
次
の
五
科
と
し
て
い
る
。
甲
科
第
一
英
書
科
第
二
漢
書
科
第
三
数
学
科
第
四
文
書
科
第
五
口
授
科
乙
科
第
一
漢
書
科
第
二
数
学
科
第
三
文
書
科
第
四
習
字
科
第
五
口
授
科
甲
・
乙
科
を
比
べ
て
み
る
と
、
乙
科
に
は
英
書
科
が
な
く
、
習
字
科
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
「
教
則
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
が
み
ら
れ
、
当
時
の
指
導
方
法
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
凡
ソ
漢
書
ト
云
モ
ノ
ハ
漢
字
ヲ
以
テ
記
ス
ル
書
皆
是
ナ
リ
故
ニ
翻
訳
書
図
書
等
亦
其
中
ニ
ア
リ
 
口
授
ト
ハ
教
師
諸
書
ヲ
参
考
シ
テ
修
身
開
智
ノ
事
ヲ
談
話
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
 
教
授
ノ
法
ハ
講
義
会
読
輪
講
暗
記
等
宜
キ
ヲ
計
テ
教
師
適
宜
ニ
授
ク
ル
モ
ノ
ト
ス
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
四
号
四
２５９
 
課
業
時
間
ハ
甲
科
毎
日
英
書
二
時
間
漢
書
二
時
間
数
学
一
時
間
水
曜
日
ニ
ハ
漢
書
一
時
間
ヲ
欠
テ
作
文
英
書
一
時
間
ヲ
欠
テ
口
授
ス
乙
科
ハ
毎
日
漢
書
三
時
間
数
学
一
時
間
隔
日
ニ
漢
書
一
時
間
ヲ
欠
テ
習
字
土
曜
日
ニ
ハ
漢
書
若
ク
ハ
習
字
ヲ
欠
テ
作
文
水
曜
ニ
ハ
口
授
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
こ
れ
ら
の
規
定
か
ら
、
漢
書
科
の
一
部
と
文
書
科
が
、
国
語
科
の
内
容
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
科
業
表
」
の
中
か
ら
、
漢
書
科
と
文
書
科
の
も
の
を
ま
と
め
る
と
、
下
の
よ
う
に
な
る
。
「
文
書
科
」に
お
い
て
、「
通
俗
書
牘
」
「
漢
文
和
訳
」「
和
文
漢
訳
」「
復
文
」
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
作
文
教
育
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
甲
科
業
表
級
期
学
年
漢
書
科
文
書
科
十
前
１
日
本
地
理
小
誌
国
史
概
要
皇
朝
史
略
正
編
綴
語
九
後
皇
朝
史
略
続
編
続
国
史
略
通
俗
書
牘
八
前
２
十
八
史
略
続
十
八
史
略
通
俗
書
牘
七
後
日
本
外
史
漢
文
和
訳
六
前
３
近
世
日
本
外
史
日
本
政
記
漢
文
和
訳
五
後
春
秋
左
氏
伝
復
文
四
前
４
史
記
復
文
三
後
文
章
軌
範
和
文
漢
訳
二
前
５
八
大
家
読
本
和
文
漢
訳
一
後
八
大
家
読
本
漢
文
諸
体
乙
科
業
表
級
期
学
年
漢
書
科
文
書
科
六
前
１
地
理
小
誌
国
文
 
要
勧
善
訓
蒙
 
字
綴
語
五
後
輿
地
誌
略
登
高
自
卑
前
編
初
学
人
身
窮
理
四
前
２
登
高
自
卑
後
編
泰
西
史
鑑
万
国
新
史
下
編
記
事
書
牘
三
後
皇
朝
史
略
正
続
修
身
論
経
済
小
学
記
事
書
牘
二
前
３
続
国
史
略
泰
西
国
法
論
博
物
学
書
牘
論
説
文
一
後
十
八
史
略
続
十
八
史
略
政
体
書
書
牘
論
説
文
２５８
国
語
科
教
育
課
程
の
成
立
と
展
開
五
し
か
し
、
そ
れ
は
漢
文
を
中
心
と
し
た
漢
文
教
育
の
中
で
の
実
践
で
あ
っ
た
。
二
教
育
令
（
明
治
一
二
年
九
月
二
九
日
太
政
官
布
告
）
中
学
校
教
則
大
綱
（
明
治
一
四
年
七
月
二
九
日
文
部
省
布
達
）
 
教
育
令
主
旨
第
四
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
が
あ
る
。
「
中
学
校
ハ
高
等
ナ
ル
普
通
学
科
ヲ
授
ク
ル
所
ト
ス
」
中
学
校
に
つ
い
て
、
簡
単
な
条
文
が
定
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
中
学
教
育
の
内
容
程
度
を
示
す
文
言
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
明
治
一
三
年
一
二
月
二
八
日
太
政
官
布
告
の
「
教
育
令
改
正
」
も
同
様
の
内
容
で
あ
っ
た
。

中
学
校
教
則
大
綱
ア
主
旨
 ア
中
学
校
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
第
一
条
で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
中
学
校
ハ
高
等
ノ
普
通
学
科
ヲ
授
ク
ル
所
ニ
シ
テ
中
人
以
上
ノ
業
務
ニ
就
ク
カ
為
メ
又
ハ
高
等
ノ
学
校
ニ
入
ル
カ
為
メ
ニ
必
須
ノ
学
科
ヲ
授
ク
ル
モ
ノ
ト
ス
 イ
中
学
校
の
入
学
資
格
は
、
小
学
校
中
等
科
卒
業
以
上
の
学
力
の
あ
る
者
と
さ
れ
た
。
初
等
中
学
科
（
四
年
）、
高
等
中
学
科
（
二
年
）
の
二
段
階
制
が
と
ら
れ
た
。
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
四
号
六
２５７
 ウ
国
語
に
関
す
る
学
科
に
は
、
初
等
・
高
等
と
も
に
、「
和
漢
文
」
が
あ
り
、
初
等
中
学
科
に
は
「
習
字
」
が
設
け
ら
れ
た
。
 エ
「
和
漢
文
」
は
、
初
等
中
学
科
一
年
が
毎
週
七
時
間
、
二
・
三
・
四
年
が
六
時
間
、
高
等
中
学
科
が
一
・
二
年
と
も
に
七
時
間
と
な
っ
て
お
り
、
習
字
は
、
初
等
中
学
科
の
み
に
課
せ
ら
れ
毎
週
二
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
 オ
「
和
漢
文
」
は
、「
読
書
」
並
び
に
「
作
文
」
の
二
分
野
を
有
し
、
上
級
に
な
る
に
し
た
が
い
、「
読
書
」「
作
文
」
と
も
に
、
漢
文
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
 カ
「
和
漢
文
」
の
内
容
の
程
度
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。
初
等
第
一
学
年
読
書－
日
本
文
法
近
易
ノ
漢
文
作
文－
仮
名
交
リ
文
書
牘
文
初
等
第
二
学
年
読
書－
和
文
漢
文
作
文－
仮
名
交
リ
文
書
牘
文
初
等
第
三
学
年
読
書－
漢
文
作
文－
仮
名
交
リ
文
若
ク
ハ
漢
文
初
等
第
四
学
年
読
書－
漢
文
作
文－
漢
文
高
等
第
一
学
年
読
書－
漢
文
作
文－
漢
文
高
等
第
二
学
年
読
書－
和
文
漢
文
作
文－
詩
歌
文
作
文
は
、
初
期
に
は
「
仮
名
交
リ
文
」「
書
牘
文
」
を
実
施
し
て
い
る
が
、
多
く
は
漢
文
の
作
成
が
主
流
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
イ
愛
媛
県
の
例
こ
の
大
綱
に
基
づ
い
て
、
各
県
で
は
そ
れ
ぞ
れ
規
則
を
定
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
愛
媛
県
の
例
を
挙
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
「
愛
媛
県
中
学
校
教
則
」（
明
治
一
五
年
一
一
月
一
三
日
布（
２
）
達
）
教
授
要
旨
２５６
国
語
科
教
育
課
程
の
成
立
と
展
開
七
和
漢
文
ハ
殊
ニ
必
要
ノ
学
科
ニ
シ
テ
最
モ
精
密
ニ
教
授
ス
ヘ
キ
モ
ノ
タ
リ
、
コ
レ
ヲ
分
テ
読
書
作
文
ノ
二
ト
ス
、
読
書
ハ
講
読
ノ
力
ヲ
養
ヒ
作
文
ノ
用
ニ
資
ス
ル
ノ
学
科
タ
レ
ハ
、
其
コ
レ
ヲ
授
ク
ル
ニ
ハ
初
等
中
学
科
ニ
在
テ
ハ
和
漢
文
ヲ
併
セ
授
ケ
誦
読
講
義
ノ
法
ヲ
用
ヒ
、
音
訓
句
読
ヨ
リ
字
義
句
意
章
意
ヲ
解
セ
シ
ム
ル
ヲ
主
旨
ト
シ
、
高
等
中
学
科
ニ
至
リ
テ
ハ
漢
文
ヲ
授
ケ
文
章
ノ
段
落
賓
主
ヨ
リ
抑
揚
頓
挫
照
応
波
瀾
之
諸
法
ヲ
説
キ
明
カ
シ
文
理
ニ
通
暁
セ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
、
作
文
ハ
思
想
ヲ
表
シ
実
事
ヲ
記
ス
ル
ノ
具
ニ
シ
テ
尤
モ
必
要
ノ
学
科
タ
リ
、
初
等
中
学
科
ニ
於
テ
ハ
書
牘
文
仮
名
交
リ
文
及
漢
文
ヲ
授
ケ
、
書
牘
文
仮
名
交
リ
文
ハ
近
世
ノ
文
体
ニ
傚
ヒ
雅
馴
ナ
ル
ヲ
主
ト
シ
、
漢
文
ハ
古
雅
ノ
体
ニ
傚
ヒ
文
格
ニ
適
フ
ヲ
要
シ
先
記
事
文
ヲ
作
ラ
シ
メ
、
高
等
中
学
科
ニ
至
リ
テ
ハ
漢
文
ヲ
授
ケ
記
事
文
ヨ
リ
志
伝
論
説
文
ニ
及
ホ
シ
且
和
文
又
ハ
詩
歌
ヲ
作
ラ
シ
ム
ヘ
シ
、
凡
ソ
文
章
ハ
文
義
簡
明
ニ
シ
テ
言
詞
条
暢
ニ
行
文
ノ
敏
捷
ナ
ル
ヲ
主
ト
シ
、
且
詩
歌
ハ
韻
調
正
雅
ニ
シ
テ
趣
向
ノ
優
美
ナ
ラ
ン
ヲ
要
ス
、（
傍
線
は
引
用
者
。）
「
各
等
中
学
校
毎
級
数
教
科
課
程
及
教
授
時
数
」
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
科 学
初
等
中
学
科
高
等
中
学
科
第
一
年
第
二
年
第
三
年
第
四
年
第
一
年
第
二
年
数時週毎
第
八
級
前
期
上同
第
七
級
後
期
上同
第
六
級
前
期
上同
第
五
級
後
期
上同
第
四
級
前
期
上同
第
三
級
後
期
上同
第
二
級
前
期
上同
第
一
級
後
期
上同
第
四
級
前
期
上同
第
三
級
後
期
上同
第
二
級
前
期
上同
第
一
級
後
期
文漢和
七
読
書日
本
文
法
近
易
漢
文
作
文書
牘
文仮
名
交
リ
文
七
読
書前
期
ノ
続
作
文前
期
ノ
続
六
読
書和
文
漢
文
作
文前
期
ノ
続
六
読
書前
期
ノ
続
作
文仮
名
交
リ
文
容
易
漢
文
六
読
書漢
文
作
文前
期
ノ
続
六
読
書前
期
ノ
続
作
文漢
文
六
読
書前
期
ノ
続
作
文前
期
ノ
続
六
読
書前
期
ノ
続
作
文前
期
ノ
続
六
読
書漢
文
作
文漢
文
志
伝
ノ
類
六
読
書前
期
ノ
続
作
文漢
文
論
説
類
及
詩
歌
六
読
書前
期
ノ
続
作
文前
期
ノ
続
六
読
書前
期
ノ
続
作
文前
期
ノ
続
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
四
号
八
２５５
ま
た
、
教
科
書
と
し
て
は
、
次
の
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
資
料
を
み
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
作
文
の
中
心
は
、
漢
作
文
で
あ
り
、
当
時
は
、
理
解
・
表
現
と
も
に
和
文
よ
り
も
漢
文
を
重
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ウ
小
学
校
の
規
定
明
治
一
三
年
一
二
月
に
改
正
さ
れ
た
「
教
育
令
」
に
基
づ
き
、
翌
一
四
年
五
月
に
定
め
ら
れ
た
「
小
学
校
教
則
綱
領
」
に
お
い
書
名
巻
冊
記
号
出
版
年
月
著訳
者
氏
名
和
漢
文
科
ノ
部
（
初
等
中
学
科
）
日
本
外
史
日
本
文
典
日
本
政
記
詞
ノ
八
衢
正
文
章
軌
範
通
鑑
攬
要
謝
選
拾
遺
史
記
評
林
一
ヨ
リ
十
二
迄
十
二
冊
上
下
二
冊
一
ヨ
リ
七
迄
七
冊
上
下
二
冊
三
冊
一
ヨ
リ
十
五
迄
十
五
冊
一
ヨ
リ
五
迄
五
冊
明
治
十
一
年
三
月
改
版
明
治
九
年
三
月
明
治
九
年
六
月
改
版
明
治
十
三
年
改
版
寛
政
三
年
三
月
明
治
九
年
十
月
頼
久
太
郎
著
中
根
淑
著
頼
久
太
郎
著
本
居
春
庭
著
宋
謝
校
得
選
清
妖
培
鎌
張
景
星
同
録
頼
 
選
漢
司
馬
選
著
和
漢
文
科
ノ
部
（
高
等
中
学
科
）
東
 
博
議
唐
宋
八
大
家
文
春
秋
左
氏
伝
校
本
一
ヨ
リ
四
迄
四
冊
一
ヨ
リ
八
迄
八
冊
一
ヨ
リ
十
五
迄
十
五
冊
文
化
八
年
宋
呂
祖
義
撰
明
黄
之
宋
校
清
沈
潜
徳
評
点
石
村
貞
一
纂
評
奏
鼎
校
２５４
国
語
科
教
育
課
程
の
成
立
と
展
開
九
て
は
、「
読
書
」（
読
方
・
作
文
）
と
「
習
字
」
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
、「
読
方
」
に
関
す
る
部
分
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
初
等
科
伊
呂
波
五
十
音
濁
音
次
清
音
仮
名
ノ
単
語
短
句
仮
名
交
リ
文
ノ
読
本
読
本
中
緊
要
ノ
字
句
ノ
書
取
理
会
中
等
科
近
易
ノ
漢
文
ノ
読
本
稍
高
尚
ノ
仮
名
交
リ
文
ノ
読
本
高
等
科
漢
文
ノ
読
本
高
尚
ノ
仮
名
交
リ
文
ノ
読
本
小
学
校
に
お
い
て
も
、
中
等
科
第
五
年
後
期
か
ら
「
近
易
ノ
漢
文
ノ
読
本
」、
高
等
科
三
箇
年
を
通
じ
、
す
べ
て
漢
文
読
本
を
学
ば
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
小
学
校
の
段
階
か
ら
、
漢
文
が
教
養
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
三
中
学
校
通
則
（
明
治
一
七
年
一
月
二
六
日
文
部
省
布
達
）
中
学
校
令
（
明
治
一
九
年
四
月
一
〇
日
勅
令
）
尋
常
中
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
（
明
治
一
九
年
六
月
二
二
日
文
部
省
令
）
 
中
学
校
通
則
主
旨
中
学
校
の
設
置
は
、
こ
の
通
則
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
第
一
条
に
は
中
学
校
の
目
的
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
中
学
校
ハ
此
通
則
ニ
遵
ヒ
テ
之
ヲ
設
置
シ
中
人
以
上
ノ
業
務
ニ
就
ク
者
若
ク
ハ
高
等
ノ
学
校
ニ
入
ル
者
ノ
為
メ
ニ
忠
孝
彝
倫
ノ
道
ヲ
本
ト
シ
テ
高
等
ノ
普
通
学
科
ヲ
授
ク
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
「
忠
孝
彝
倫
ノ
道
ヲ
本
ト
シ
テ
」
と
い
う
文
言
を
新
た
に
入
れ
て
、
儒
教
主
義
的
な
徳
目
を
方
針
に
加
え
た
の
で
あ
る
。
欧
化
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
四
号
一
〇
２５３
風
潮
等
に
対
処
す
る
た
め
の
意
図
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
 
中
学
校
令
主
旨
 ア
中
等
教
育
の
根
幹
を
な
す
中
学
校
の
制
度
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
一
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
中
学
校
ハ
実
業
ニ
就
カ
ン
ト
欲
シ
又
ハ
高
等
ノ
学
校
ニ
入
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ニ
須
要
ナ
ル
教
育
ヲ
為
ス
所
ト
ス
 イ
第
二
条
で
は
、
中
学
校
を
二
つ
に
分
け
て
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
中
学
校
ヲ
分
チ
テ
高
等
尋
常
ノ
二
等
ト
ス
高
等
中
学
校
ハ
文
部
大
臣
ノ
管
理
ニ
属
ス
 ウ
ま
た
、
教
科
書
に
つ
い
て
は
、
第
八
条
で
次
の
よ
う
に
規
定
し
た
。
中
学
校
ノ
教
科
書
ハ
文
部
大
臣
ノ
検
定
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
限
ル
ヘ
シ
こ
の
規
定
以
後
、
教
科
書
は
検
定
教
科
書
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
一
八
年
の
国
定
教
科
書
ま
で
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

尋
常
中
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
ア
主
旨
 ア
尋
常
中
学
校
の
修
業
年
限
は
、
五
箇
年
と
な
る
。
 イ
国
語
に
関
す
る
学
科
は
、「
国
語
及
漢
文
」
と
「
習
字
」
と
な
る
。
こ
の
「
国
語
及
漢
文
」
の
学
科
名
は
、
昭
和
六
年
の
「
中
学
校
令
施
行
規
則
」
の
改
正
で
、「
国
語
漢
文
」
と
な
る
ま
で
四
〇
余
年
間
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 ウ
「
国
語
及
漢
文
」は
、
一
年
か
ら
三
年
ま
で
毎
週
五
時
間
、
四
年
は
三
時
間
、
五
年
は
二
時
間
と
な
っ
て
い
る
。「
習
字
」は
、
２５２
国
語
科
教
育
課
程
の
成
立
と
展
開
一
一
二
年
ま
で
課
し
、
一
年
は
二
時
間
、
二
年
は
一
時
間
で
あ
る
。
 エ
「
各
学
科
ノ
程
度
」
は
、「
国
語
及
漢
文
」
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。
「
漢
字
交
リ
文
及
漢
文
ノ
講
読
・
書
取
・
作
文
」
ま
た
、「
習
字
」
は
、「
楷
行
草
三
体
ノ
書
写
及
細
字
ノ
速
写
」
と
な
っ
て
い
る
。
イ
「
尋
常
中
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」
の
改
正
（
明
治
二
七
年
三
月
一
日
文
部
省
令
）
 ア
こ
の
改
正
に
よ
り
、「
其
程
度
」
は
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
。
「
漢
字
交
リ
文
及
漢
文
ノ
講
読
」
こ
の
よ
う
に
、
漢
文
の
書
取
・
作
文
を
除
き
、
漢
文
の
学
習
を
、
読
解
及
び
理
解
に
し
ぼ
っ
た
の
で
あ
る
。
 イ
授
業
時
数
は
、
一
年
か
ら
五
年
ま
で
毎
週
七
時
間
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
数
の
増
加
は
、
そ
の
当
時
の
文
相
井
上
毅
の
国
語
尊
重
・
国
語
教
育
の
重
視
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
 ウ
こ
の
時
の
「
省
令
説（
３
）
明
」
は
、
次
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
。
国
語
漢
文
ノ
時
間
ヲ
増
シ
タ
ル
ハ
改
正
ノ
一
要
点
ト
ス
国
語
教
育
ハ
愛
国
心
ヲ
成
育
ス
ル
ノ
資
料
タ
リ
又
個
人
ト
シ
テ
其
ノ
思
想
ノ
交
通
ヲ
自
在
ニ
シ
日
常
生
活
ノ
便
ヲ
給
足
ス
ル
為
ノ
要
件
タ
リ
今
ノ
青
年
ニ
シ
テ
中
等
又
ハ
高
等
教
育
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
卒
業
ノ
後
或
ハ
此
ノ
点
ニ
於
テ
不
足
ヲ
感
ス
ル
者
多
シ
是
レ
授
業
時
間
ヲ
増
加
ス
ル
ノ
 
ム
ヲ
得
サ
ル
所
以
ナ
リ
国
語
ト
漢
文
ト
ハ
相
俟
テ
其
ノ
用
ヲ
見
ル
蓋
国
語
ハ
主
ニ
シ
テ
漢
文
ハ
客
ナ
リ
ト
雖
中
古
以
来
国
語
ノ
材
料
ハ
多
ク
之
ヲ
漢
文
ニ
取
レ
リ
故
ニ
両
者
の
間
尤
教
授
ノ
上
ニ
適
当
ノ
調
和
ヲ
得
ル
ヲ
要
ス
（
傍
線
は
引
用
者
。）
「
国
語
教
育
ハ
愛
国
心
ヲ
成
育
ス
ル
ノ
資
料
」、「
国
語
ハ
主
ニ
シ
テ
漢
文
ハ
客
ナ
リ
」
と
い
っ
た
文
言
に
、
当
時
の
国
語
教
育
に
対
す
る
考
え
方
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ウ
教
科
書
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
四
号
一
二
２５１
こ
の
時
期
の
中
等
学
校
用
国
語
教
科
書
と
し
て
、
画
期
的
な
内
容
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
も
の
に
、『
国
文
学
』（
上
田
万
年
編
明
治
二
三
年
五
月
一
六
日
発
行
雙
二（
４
）
館
）
が
あ
る
。
そ
の
緒
言
の
中
で
、「
著
者
は
国
文
学
が
一
般
中
等
教
育
上
の
一
学
科
と
な
り
か
の
国
語
科
と
両
立
し
て
少
く
と
も
漢
文
学
と
同
地
位
を
占
め
ん
こ
と
を
冀
望
し
て
止
ま
ざ
る
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
学
科
と
し
て
の
国
文
学
の
地
位
が
、
当
時
の
漢
文
学
に
肩
を
並
べ
る
ま
で
に
な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。
従
来
の
漢
文
学
一
辺
倒
か
ら
脱
し
、
国
語
教
育
へ
の
新
た
な
方
向
付
け
を
示
唆
し
た
も
の
と
い
え
る
。
四
中
学
校
令
改
正
（
明
治
三
二
年
二
月
七
日
勅
令
）
中
学
校
令
施
行
規
則
（
明
治
三
四
年
三
月
五
日
文
部
省
令
）
中
学
校
教
授
要
目
（
明
治
三
五
年
二
月
六
日
文
部
省
訓
令
）
 
中
学
校
令
改
正
主
旨
 ア
第
一
条
に
お
い
て
、
尋
常
中
学
校
の
名
称
を
中
学
校
と
改
称
し
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
中
学
校
ハ
男
子
ニ
須
要
ナ
ル
高
等
普
通
教
育
ヲ
為
ス
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
こ
れ
は
、「
高
等
学
校
令
」（
明
治
二
七
年
六
月
）
に
よ
っ
て
、
高
等
中
学
校
を
高
等
学
校
と
改
称
・
改
組
し
た
た
め
、
中
学
校
は
尋
常
中
学
校
だ
け
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
高
等
女
学
校
を
分
離
し
て
、
名
称
を
中
学
校
と
し
、
普
通
教
育
を
施
す
最
終
段
階
と
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
す
で
に
「
中
学
校
令
中
改
正
」（
明
治
二
四
年
一
二
月
一
四
日
勅
令
）
の
第
一
四
条
に
よ
っ
て
、
高
等
女
学
校
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
２５０
国
語
科
教
育
課
程
の
成
立
と
展
開
一
三
高
等
女
学
校
ハ
女
子
ニ
須
要
ナ
ル
高
等
普
通
教
育
ヲ
施
ス
所
ニ
シ
テ
尋
常
中
学
校
ノ
種
類
ト
ス
そ
の
後
、「
高
等
女
学
校
規
程
」（
明
治
二
八
年
一
月
二
九
日
文
部
省
令
）
の
公
布
に
よ
り
、
高
等
女
学
校
と
し
て
の
規
程
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
 イ
入
学
資
格
は
年
齢
一
二
歳
以
上
で
高
等
小
学
校
第
二
学
年
を
終
了
し
た
者
と
し
、
修
業
年
限
は
五
箇
年
、
一
箇
年
以
内
の
補
習
科
を
置
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
修
業
年
限
は
、
そ
の
後
中
等
教
育
の
基
本
的
な
教
育
年
限
と
し
て
、
他
の
中
等
学
校
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 ウ
な
お
、
明
治
四
〇
年
三
月
の
「
小
学
校
令
改
正
」
に
よ
る
義
務
教
育
年
限
が
六
箇
年
に
延
長
さ
れ
た
の
で
、「
年
齢
ハ
一
二
年
以
上
ニ
シ
テ
尋
常
小
学
校
ヲ
卒
業
シ
タ
ル
者
」
を
入
学
資
格
と
し
た
。
 
中
学
校
令
施
行
規
則
主
旨
 ア
新
し
い
「
中
学
校
令
」
に
基
づ
く
も
の
で
、
中
学
校
関
係
の
諸
規
則
を
総
括
し
、
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
の
こ
の
時
期
に
な
っ
て
、
我
が
国
の
国
語
教
育
は
よ
う
や
く
ま
と
ま
り
を
み
せ
、
そ
の
全
体
像
を
明
確
に
し
て
き
た
と
い
え
る
。
 イ
第
一
章
第
一
条
に
学
科
目
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
国
語
に
関
す
る
学
科
は
「
国
語
及
漢
文
」
と
な
っ
て
い
る
。
 ウ
第
三
条
に
は
、「
国
語
及
漢
文
」
の
要
旨
・
内
容
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
国
語
及
漢
文
ハ
普
通
ノ
言
語
文
章
ヲ
了
解
シ
正
確
且
自
由
ニ
思
想
ヲ
表
彰
ス
ル
ノ
能
ヲ
得
シ
メ
文
学
上
ノ
趣
味
ヲ
養
ヒ
兼
テ
智
徳
ノ
啓
発
ニ
資
ス
ル
ヲ
以
テ
要
旨
ト
ス
国
語
及
漢
文
ハ
現
時
ノ
国
文
ヲ
主
ト
シ
テ
講
読
セ
シ
メ
進
ミ
テ
ハ
近
古
ノ
国
文
ニ
及
ホ
シ
又
実
用
簡
易
ナ
ル
文
ヲ
作
ラ
シ
メ
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
四
号
一
四
２４９
文
法
ノ
大
要
、
国
文
学
史
ノ
一
斑
ヲ
授
ケ
又
平
易
ナ
ル
漢
文
ヲ
講
読
セ
シ
メ
且
習
字
ヲ
授
ク
ヘ
シ
国
語
科
は
理
解
力
・
表
現
力
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
文
学
上
の
趣
味
を
養
い
、
人
間
形
成
に
資
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
後
半
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
 
現
時
の
国
文
を
重
要
教
材
と
す
る
こ
と
。
 
古
典
教
材
の
範
囲
を
近
古
の
国
文
ま
で
と
し
た
こ
と
。
 
国
文
学
史
の
一
斑
を
授
け
る
こ
と
。
 
漢
文
は
平
易
な
も
の
に
す
る
こ
と
。
 エ
な
お
、「
小
学
校
令
施
行
規
則
」（
明
治
三
三
年
八
月
二
一
日
文
部
省
令
）
の
第
三
条
で
は
、
国
語
科
の
目
標
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
国
語
ハ
普
通
ノ
言
語
、
日
常
須
知
ノ
文
字
及
文
章
ヲ
知
ラ
シ
メ
正
確
ニ
思
想
ヲ
表
彰
ス
ル
ノ
能
ヲ
養
ヒ
兼
テ
智
徳
ヲ
啓
発
ス
ル
ヲ
以
テ
要
旨
ト
ス
小
学
校
・
中
学
校
と
も
に
、
国
語
科
の
目
標
を
簡
潔
・
明
確
に
規
定
し
て
お
り
、
以
後
、
国
語
科
目
標
の
範
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
 オ
従
前
は
独
立
し
て
い
た
「
習
字
」
が
、
は
じ
め
て
「
国
語
及
漢
文
」
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
 カ
毎
週
授
業
時
数
は
、
一
年
か
ら
三
年
ま
で
は
七
時
間
、
四
・
五
年
は
六
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
 
中
学
校
教
授
要
目
ア
主
旨
２４８
国
語
科
教
育
課
程
の
成
立
と
展
開
一
五
 ア
「
教
授
要
目
」
の
実
施
上
の
注
意
及
び
各
学
科
に
わ
た
っ
て
の
指
導
内
容
や
指
導
上
の
注
意
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
読
本
編
さ
ん
の
指
針
と
な
る
よ
う
な
具
体
的
な
学
習
事
項
や
教
材
例
と
し
て
の
作
品
名
を
掲
げ
て
い
る
。
後
に
一
部
改
正
は
行
わ
れ
る
が
、
む
し
ろ
そ
の
細
部
の
規
制
が
簡
素
化
・
簡
潔
化
さ
れ
る
程
度
で
、
基
本
的
な
姿
勢
は
、
昭
和
期
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
 イ
指
導
内
容
を
、「
講
読
」・「
文
法
及
作
文
」・「
習
字
」
に
分
け
、
各
学
年
ご
と
に
講
読
の
仕
方
並
び
に
材
料
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
文
法
」・「
作
文
」・「
習
字
」
に
つ
い
て
も
、
指
導
事
項
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
詳
し
く
規
定
さ
れ
て
お
り
、
取
り
扱
い
に
つ
い
て
「
教
授
上
ノ
注
意
」
五
箇
条
を
末
尾
に
掲
げ
て
い
る
。
総
仕
上
げ
的
な
内
容
を
も
ち
、
以
後
の
国
語
教
育
実
践
史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
「
要
目
」
で
あ
る
の
で
、
そ
の
全
文
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
国
語
及
漢
文
第
一
学
年
毎
週
七
時
講
読
毎
週
五
時
読
方
・
国
語
ハ
発
音
ニ
注
意
シ
特
ニ
方
言
的
発
音
ヲ
矯
正
セ
ン
コ
ト
ニ
力
ム
ヘ
シ
漢
文
ハ
成
ル
ヘ
ク
国
語
ノ
法
則
ニ
従
ヒ
時
ニ
文
字
ノ
用
法
 
倒
等
ニ
注
意
セ
シ
ム
ヘ
シ
解
釈
成
ル
ヘ
ク
口
語
ト
密
接
シ
テ
語
義
、
文
義
ヲ
正
確
ニ
解
釈
セ
シ
ム
ヘ
シ
暗
誦
読
本
中
ノ
佳
句
、
格
言
、
諷
誦
ス
ヘ
キ
詩
歌
等
ヲ
暗
誦
セ
シ
ム
ヘ
シ
講
読
ノ
材
料
国
語
ハ
小
学
校
ニ
於
ケ
ル
国
語
ト
ノ
連
絡
ヲ
図
リ
今
文
ヲ
用
ヒ
テ
修
身
、
歴
史
、
地
理
、
理
科
、
実
業
等
ニ
関
ス
ル
事
項
ヲ
記
シ
タ
ル
現
代
作
家
ノ
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
四
号
一
六
２４７
平
正
ナ
ル
記
事
文
、
叙
事
文
等
ヲ
採
ル
ヘ
シ
又
普
通
今
文
ノ
外
正
確
ナ
ル
口
語
ノ
標
準
ヲ
示
ス
ヘ
キ
演
説
、
談
話
ノ
筆
記
並
ニ
現
代
名
家
ノ
書
牘
文
及
新
体
詩
ヲ
モ
含
マ
シ
メ
テ
可
ナ
リ
其
ノ
程
度
ハ
文
部
省
編
纂
高
等
小
学
読
本
ノ
第
六
巻
及
第
七
巻
ニ
準
ス
ヘ
シ
漢
文
ハ
初
ヨ
リ
文
意
完
結
セ
ル
全
編
ヲ
採
ル
コ
ト
ヲ
要
セ
ス
第
一
学
期
ニ
於
テ
ハ
単
語
単
句
ヲ
挙
ケ
テ
其
ノ
組
織
ノ
国
語
ノ
組
織
ト
ノ
異
同
ヲ
示
シ
第
二
学
期
以
後
ニ
於
テ
ハ
我
国
近
世
作
家
ノ
用
語
平
易
ニ
構
造
簡
易
ナ
ル
短
章
ニ
句
読
、
返
リ
点
、
送
リ
仮
名
ヲ
施
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
授
ケ
時
々
既
ニ
課
シ
了
リ
タ
ル
国
語
ノ
一
二
節
ヲ
漢
訳
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
モ
交
ヘ
テ
之
ニ
対
照
セ
シ
ム
ヘ
シ
国
語
及
漢
文
ヲ
課
ス
ル
比
ハ
国
語
八
、
漢
文
二
タ
ル
ヘ
シ
文
法
及
作
文
毎
週
一
時
文
法仮
名
遣
付
字
音
仮
名
遣
ノ
大
要
国
語
品
詞
ノ
分
別
漢
文
品
詞
ノ
分
別
ノ
大
要
国
語
文
法
ハ
言
文
ノ
対
照
ヲ
主
ト
シ
常
ニ
口
語
ト
今
文
ト
ヲ
関
聯
セ
シ
メ
テ
今
文
ニ
必
須
ナ
ル
法
則
ヲ
示
ス
ヘ
シ
漢
文
ノ
語
法
ハ
漢
文
ヲ
理
会
シ
易
カ
ラ
シ
ム
ル
程
度
ニ
止
ム
ヘ
シ
作
文書
取
仮
名
遣
ヲ
正
シ
漢
字
ノ
字
画
ヲ
正
確
ナ
ラ
シ
メ
且
速
記
ノ
慣
習
ヲ
養
フ
ヘ
シ
復
文
口
語
ヲ
今
文
ニ
、
若
ク
ハ
今
文
ヲ
口
語
ニ
訳
セ
シ
ム
ヘ
シ
作
文
書
 
文
、
今
文
体
ノ
記
事
文
、
但
記
事
文
ハ
予
メ
其
ノ
構
造
ヲ
示
ス
ヘ
シ
作
文
ノ
即
題
ハ
凡
隔
週
一
回
、
宿
題
ハ
凡
毎
週
一
回
之
ヲ
課
ス
ヘ
シ
習
字
毎
週
一
時
楷
書
行
書
清
書
ハ
凡
隔
週
一
回
之
ヲ
課
ス
ヘ
シ
第
二
学
年
毎
週
七
時
講
読
毎
週
五
時
読
方
前
学
年
ニ
同
シ
解
釈
前
学
年
ニ
同
シ
２４６
国
語
科
教
育
課
程
の
成
立
と
展
開
一
七
暗
誦
前
学
年
ニ
同
シ
講
読
ノ
材
料
国
語今
文
前
学
年
ニ
準
シ
又
現
代
作
家
ノ
論
説
文
ヲ
加
フ
近
世
文
今
文
ニ
最
モ
近
キ
モ
ノ
、
例
ヘ
ハ
橘
南
谿
ノ
東
西
遊
記
、
伴
嵩
蹊
ノ
近
世
畸
人
伝
、
貝
原
益
軒
ノ
訓
誡
書
類
、
成
島
司
直
ノ
徳
川
実
記
付
録
ノ
類
漢
文前
学
年
ニ
準
シ
又
我
国
近
世
作
家
ノ
簡
易
ナ
ル
叙
事
文
或
ハ
伝
記
、
紀
行
等
ノ
文
意
完
結
セ
ル
短
篇
ヲ
加
フ
、
例
ヘ
ハ
頼
山
陽
ノ
日
本
外
史
、
大
槻
磐
渓
ノ
近
古
史
談
、
塩
谷
宕
陰
ノ
宕
陰
存
稿
、
安
井
息
軒
ノ
読
書
余
適
ノ
類
国
語
漢
文
ヲ
課
ス
ル
比
ハ
国
語
七
、
漢
文
三
ニ
シ
テ
国
語
ハ
今
文
二
、
近
世
文
一
ノ
比
ヲ
以
テ
之
ヲ
課
ス
ヘ
シ
文
法
及
作
文
毎
週
一
時
文
法
品
詞
各
論
作
文書
取
前
学
年
ニ
同
シ
復
文
前
学
年
ニ
同
シ
作
文
書
 
文
、
記
事
文
、
叙
事
文
、
但
叙
事
文
ハ
予
メ
其
ノ
構
造
ヲ
示
ス
ヘ
シ
作
文
ノ
即
題
ハ
凡
隔
週
一
回
、
宿
題
ハ
凡
毎
月
一
回
之
ヲ
課
ス
ヘ
シ
習
字
毎
週
一
時
前
学
年
ニ
同
シ
第
三
学
年
毎
週
七
時
講
読
毎
週
五
時
読
方
発
音
ノ
外
抑
揚
緩
急
ニ
注
意
ス
ヘ
シ
解
釈
語
義
、
文
義
ノ
外
文
法
上
ノ
句
法
ニ
注
意
ス
ヘ
シ
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
四
号
一
八
２４５
暗
誦
前
学
年
ニ
同
シ
講
読
ノ
材
料
国
語今
文
現
代
ノ
思
想
及
事
実
ヲ
叙
述
論
議
ス
ル
今
文
近
世
文
室
鳩
巣
ノ
駿
台
雑
話
、
安
藤
年
山
ノ
年
山
紀
聞
、
新
井
白
石
ノ
読
史
余
論
、
本
居
宣
長
ノ
玉
勝
間
ノ
類
近
古
文
鎌
倉
室
町
時
代
ノ
文
、
例
ヘ
ハ
保
元
平
治
物
語
、
神
皇
正
統
記
、
十
訓
抄
、
樵
談
治
要
ノ
類
韻
文
主
ト
シ
テ
今
様
歌
漢
文前
学
年
ニ
準
シ
又
我
国
作
家
ノ
論
説
文
ヲ
加
フ
、
例
ヘ
ハ
頼
山
陽
ノ
日
本
外
史
ノ
叙
論
ノ
類
国
語
漢
文
ヲ
課
ス
ル
比
ハ
国
語
七
、
漢
文
三
ニ
シ
テ
国
語
ハ
今
文
三
、
近
世
文
二
、
近
古
文
一
ノ
比
、
漢
文
ハ
記
事
文
、
叙
事
文
一
、
論
説
文
一
ノ
比
ヲ
以
テ
之
ヲ
課
ス
ヘ
シ
文
法
及
作
文
毎
週
一
時
文
法文
章
論
ノ
大
要
係
結
ノ
法
則
文
章
ノ
解
剖
作
文書
取
文
章
ヲ
朗
読
シ
テ
其
ノ
大
意
ヲ
記
述
セ
シ
ム
ヘ
シ
訳
文
漢
文
ヲ
訳
セ
シ
メ
又
時
ト
シ
テ
外
国
文
ヲ
訳
セ
シ
ム
ヘ
シ
且
簡
単
ナ
ル
国
文
ヲ
漢
文
ニ
訳
セ
シ
メ
テ
用
字
ノ
法
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
モ
可
ナ
リ
作
文
記
事
文
、
叙
事
文
、
伝
記
文
、
但
伝
記
文
ハ
予
メ
其
構
造
ヲ
示
ス
ヘ
シ
作
文
ノ
即
題
ハ
凡
隔
週
一
回
、
宿
題
ハ
凡
毎
月
一
回
之
ヲ
課
ス
ヘ
シ
文
法
及
作
文
ヲ
授
ク
ル
際
便
宜
辞
典
、
字
書
ニ
就
キ
仮
名
引
、
画
引
、
偏
傍
冠
等
ノ
名
称
ヲ
授
ケ
テ
国
語
又
ハ
漢
字
ノ
検
索
方
ヲ
知
ラ
シ
ム
ヘ
シ
習
字
毎
週
一
時
行
書
草
書第
四
学
年
毎
週
六
時
２４４
国
語
科
教
育
課
程
の
成
立
と
展
開
一
九
講
読
毎
週
五
時
読
方
前
学
年
ニ
同
シ
解
釈
国
語
ノ
古
文
ハ
口
語
ヲ
以
テ
解
釈
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
又
之
ヲ
今
文
ニ
対
照
シ
漢
文
ハ
之
ヲ
国
文
ニ
対
照
シ
テ
翫
味
セ
シ
メ
修
辞
上
ノ
注
意
ヲ
加
フ
ヘ
シ
暗
誦
前
学
年
ニ
同
シ
又
時
ト
シ
テ
名
家
ノ
文
章
ヲ
暗
誦
セ
シ
ム
ヘ
シ
講
読
ノ
材
料
国
語今
文
前
学
年
ニ
準
シ
又
勅
書
、
上
書
等
ヲ
加
フ
近
世
文
新
井
白
石
ノ
折
焚
柴
の
記
、
太
宰
春
台
ノ
経
済
録
ノ
類
、
但
稗
史
ノ
類
ト
雖
モ
教
育
上
ノ
目
的
ニ
戻
ラ
サ
ル
限
ハ
之
ヲ
採
ル
ヲ
可
ト
ス
近
古
文
源
平
盛
衰
記
、
太
平
記
ノ
類
歌
古
今
和
歌
集
ノ
類
漢
文
句
読
及
返
リ
点
ヲ
施
シ
送
リ
仮
名
ヲ
省
キ
タ
ル
モ
ノ
散
文
前
学
年
ニ
準
シ
又
支
那
作
家
ノ
簡
易
ナ
ル
伝
記
、
紀
行
等
ノ
文
ヲ
加
フ
、
例
ヘ
ハ
清
朝
作
家
、
唐
宋
八
家
ノ
文
、
佐
藤
一
斎
、
松
崎
慊
堂
ノ
文
ノ
類
詩
唐
詩
選
ノ
類
国
語
漢
文
ヲ
課
ス
ル
比
ハ
国
語
六
、
漢
文
四
ニ
シ
テ
国
語
ハ
今
文
二
、
近
世
文
一
、
近
古
文
一
ノ
比
、
漢
文
ハ
我
国
作
家
ノ
文
一
、
支
那
作
家
ノ
文
一
ノ
比
ヲ
以
テ
課
シ
詩
歌
ハ
適
宜
之
ヲ
加
ヘ
授
ク
ヘ
シ
文
法
及
作
文
毎
週
一
時
文
法前
各
学
年
中
授
ケ
タ
ル
事
項
ノ
復
習
近
古
以
上
ノ
文
ニ
特
有
ナ
ル
法
則
作
文書
取
前
学
年
ニ
同
シ
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
四
号
二
〇
２４３
訳
文
前
学
年
ニ
同
シ
作
文
記
事
文
、
叙
事
文
、
伝
記
文
、
論
説
文
、
但
論
説
文
ハ
予
メ
其
構
造
ヲ
示
ス
ヘ
シ
作
文
ハ
即
題
宿
題
ト
モ
各
凡
毎
月
一
回
之
ヲ
課
ス
ヘ
シ
第
五
学
年
毎
週
六
時
講
読
第
一
学
期
及
第
二
学
期
毎
週
五
時
第
三
学
期
毎
週
二
時
読
方
前
学
年
ニ
同
シ
解
釈
前
学
年
ニ
同
シ
暗
誦
前
学
年
ニ
同
シ
講
読
ノ
材
料
国
語
今
文
前
学
年
ニ
準
ス
近
世
文
前
学
年
ニ
準
ス
近
古
文
前
学
年
ニ
準
ス
歌
前
学
年
ニ
準
ス
漢
文散
文
前
学
年
ニ
準
シ
又
史
記
、
蒙
求
、
論
語
ノ
類
ヲ
加
フ
詩
前
学
年
ニ
準
ス
国
語
漢
文
ヲ
課
ス
ル
比
ハ
国
語
六
、
漢
文
四
ニ
シ
テ
国
語
ハ
今
文
一
、
近
世
文
一
、
近
古
文
一
ノ
比
、
漢
文
ハ
我
国
作
家
ノ
文
一
、
支
那
作
家
ノ
文
三
ノ
比
ヲ
以
テ
課
シ
詩
歌
ハ
適
宜
之
ヲ
加
ヘ
授
ク
ヘ
シ
国
文
学
史
第
三
学
期
毎
週
三
時
主
要
ナ
ル
文
学
時
代
顕
著
ナ
ル
文
学
者
顕
著
ナ
ル
著
作
物
各
種
ノ
文
体
、
歌
体
国
文
学
史
ヲ
授
ク
ル
ニ
ハ
我
国
ノ
漢
学
ヲ
モ
度
外
ニ
置
ク
ヘ
カ
ラ
ス
又
上
古
文
学
ノ
一
斑
ヲ
モ
窺
ハ
シ
ム
ヘ
シ
２４２
国
語
科
教
育
課
程
の
成
立
と
展
開
二
一
文
法
及
作
文
毎
週
一
時
文
法前
各
学
年
中
授
ケ
タ
ル
事
項
ノ
復
習
単
語
ノ
構
造
国
語
沿
革
ノ
大
要
作
文書
取
前
学
年
ニ
同
シ
訳
文
前
学
年
ニ
同
シ
作
文
前
学
年
ニ
同
シ
各
学
年
ニ
於
ケ
ル
講
読
ノ
教
授
ハ
国
語
、
漢
文
ノ
時
間
ヲ
分
タ
ス
之
ニ
用
フ
ル
読
本
ハ
成
ル
ヘ
ク
国
語
ト
漢
文
ト
ヲ
適
当
ニ
交
ヘ
テ
組
織
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
採
ル
ヘ
シ
読
本
ニ
於
ケ
ル
今
文
ノ
材
料
ハ
創
作
ノ
必
要
少
カ
ラ
ス
又
漢
文
外
国
語
ヲ
今
文
ニ
翻
訳
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
模
範
ト
ナ
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
之
ヲ
採
ル
ヘ
シ
口
演
ハ
別
ニ
之
ヲ
挙
ケ
ス
ト
雖
モ
常
ニ
生
徒
ヲ
シ
テ
言
語
態
度
ニ
留
意
セ
シ
メ
又
時
々
生
徒
ノ
学
習
或
ハ
経
験
セ
ル
事
項
ニ
就
キ
テ
談
話
解
説
等
ヲ
ナ
サ
シ
メ
正
シ
キ
国
語
ノ
使
用
ニ
慣
レ
シ
ム
ヘ
シ
教
授
上
ノ
注
意
一
読
本
中
ノ
事
項
ハ
単
ニ
其
意
義
ヲ
解
釈
ス
ル
ニ
止
メ
ス
之
ニ
関
ス
ル
説
明
ヲ
加
ヘ
成
ル
ヘ
ク
地
図
、
絵
画
、
標
本
等
ニ
依
リ
生
徒
ノ
理
会
ヲ
明
確
ナ
ラ
シ
ム
ヘ
シ
二
故
事
古
語
等
ハ
之
カ
解
釈
出
所
ニ
関
シ
テ
徒
ニ
生
徒
ヲ
苦
マ
シ
ム
ル
コ
ト
ナ
ク
初
ヨ
リ
其
ノ
説
明
ヲ
与
フ
ヘ
シ
三
国
語
文
法
ニ
於
テ
最
モ
誤
リ
易
キ
ハ
活
用
語
ノ
用
法
ナ
ル
ヲ
以
テ
教
授
ノ
際
特
ニ
之
ヲ
注
意
シ
常
ニ
其
練
習
ヲ
怠
ラ
サ
ル
ヘ
シ
四
作
文
ハ
其
ノ
文
体
教
授
法
等
ニ
関
シ
テ
一
定
ノ
標
準
ヲ
定
メ
難
シ
ト
雖
モ
迂
遠
ニ
流
レ
ス
難
渋
ニ
失
セ
ス
簡
易
ニ
シ
テ
実
用
ニ
適
切
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
ヘ
シ
五
漢
文
ノ
字
画
ノ
似
タ
ル
爪
、
瓜
、
傳
、
傅
ノ
類
ハ
誤
リ
易
キ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
書
取
作
文
ヲ
授
ク
ル
際
特
ニ
之
ニ
注
意
セ
シ
ム
ヘ
シ
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
四
号
二
二
２４１
イ教
科
書
こ
の
当
時
、
多
く
採
用
さ
れ
た
教
科
書
を
取
り
上
げ
、
学
習
指
導
の
実
態
の
一
端
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
要
目
中
の
第
一
学
年
「
講
読
ノ
材
料
」
の
箇
所
の
規
定
で
分
か
る
よ
う
に
、
現
代
作
家
の
文
章
、
詩
、
実
用
的
文
章
な
ど
、「
今
文
」
つ
ま
り
現
代
文
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
『
中
学
国
読
読
本
』（
三
土
忠
造
編
明
治
三
四
年
金
港（
５
）
堂
）
の
「
編
纂
余
言
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
我
が
文
学
史
上
の
旧
作
の
み
に
て
は
、
品
性
の
陶
冶
、
思
弁
の
練
習
、
思
想
の
表
出
等
、
国
語
科
の
目
的
を
達
す
る
に
十
分
な
ら
ざ
る
は
、
識
者
の
最
も
遺
憾
と
す
る
所
な
り
。
故
に
本
書
は
、
務
め
て
こ
の
欠
点
を
補
は
ん
と
欲
し
、
遍
く
明
治
時
代
の
雑
書
を
渉
猟
し
、
又
広
く
現
代
の
文
豪
及
び
専
門
の
大
家
に
嘱
し
て
、
そ
の
創
作
を
求
め
た
り
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
現
代
作
家
の
作
品
が
採
ら
れ
て
い
る
。
大
町
桂
月
（
旗
手
、
丁
将
軍
を
吊
す
、
国
家
の
盛
衰
）、
坪
内
雄
蔵
（
都
会
と
田
舎
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
時
代
の
英
国
）、
大
和
田
建
樹
（
夕
暮
、
上
野
公
園
）、
幸
田
露
伴
（
呉
越
の
讐
）、
福
沢
諭
吉
（
貧
賤
貧
富
の
別
）、
上
田
敏
（
ネ
ル
ソ
ン
）、
土
井
晩
翠
（
万
里
長
城
）
な
ど
で
あ
る
。
『
中
学
国
文
教
科
書
』（
吉
田
弥
平
編
明
治
三
九
年
光
風（
６
）
館
）
こ
の
教
科
書
は
、
三
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
採
用
さ
れ
、
優
れ
た
中
等
学
校
教
科
書
と
い
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
代
作
家
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
作
品
が
採
ら
れ
て
い
る
。
幸
田
露
伴
（
二
宮
尊
徳
、
伊
能
忠
敬
の
晩
学
、
松
島
、
春
の
品
川
湾
、
筑
紫
紀
行
、
利
根
川
の
垂
綸
、
戦
と
詩
歌
）、
坪
内
逍
遥
（
秋
の
山
里
、
都
会
と
田
舎
、
足
柄
山
、
蘇
武
、
理
想
）、
徳
冨
蘆
花
（
雨
の
桜
川
、
我
が
故
郷
、
相
模
灘
の
落
日
）、
尾
崎
紅
葉
（
修
善
寺
便
り
、
塩
原
）、
大
和
田
建
樹
（
春
の
旅
、
旅
）、
正
岡
子
規
（
近
郊
の
秋
色
）、
森
 
外
（
花
祭
）
な
ど
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
２４０
国
語
科
教
育
課
程
の
成
立
と
展
開
二
三
こ
の
教
科
書
は
、
普
通
文
（
文
語
文
）
六
〇
％
、
口
語
文
一
四
％
、
古
典
一
三
％
、
韻
文
一
〇
％
の
割
合
と
な
っ
て
お
り
、
当
時
の
指
導
内
容
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
五
中
学
校
施
行
規
則
中
改
正
（
明
治
四
四
年
七
月
三
一
日
文
部
省
令
）
中
学
校
教
授
要
目
改
正
（
明
治
四
四
年
七
月
三
一
日
文
部
省
訓
令
）
 
中
学
校
施
行
規
則
中
改
正
主
旨
 ア
第
三
条
に
お
い
て
、「
国
語
及
漢
文
」
は
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
。
国
語
及
漢
文
ハ
現
時
ノ
国
文
ヲ
主
ト
シ
テ
講
読
セ
シ
メ
進
ミ
テ
ハ
近
古
ノ
国
文
ニ
及
ホ
シ
又
平
易
ナ
ル
漢
文
ヲ
講
読
セ
シ
メ
簡
易
ニ
シ
テ
実
用
ニ
適
ス
ル
国
文
ヲ
作
ラ
シ
メ
国
語
文
法
ノ
大
要
及
習
字
ヲ
授
ク
ヘ
シ
（
傍
線
は
引
用
者
。）
従
前
の
「
国
文
学
史
ノ
一
斑
ヲ
授
ケ
」
が
削
除
さ
れ
、「
実
用
簡
易
ナ
ル
文
ヲ
作
ラ
シ
メ
」
が
「
簡
易
ニ
シ
テ
実
用
ニ
適
ス
ル
国
文
ヲ
作
ラ
シ
メ
」
に
改
め
ら
れ
た
。
ま
た
「
文
法
ノ
大
要
」
が
「
国
語
文
法
ノ
大
要
」
に
改
め
ら
れ
た
。
従
来
、
文
学
史
の
授
業
が
、
第
五
学
年
第
三
学
期
に
ま
と
め
て
実
施
さ
れ
て
い
た
の
を
見
直
す
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
文
学
史
は
、
講
読
の
中
に
織
り
込
ん
で
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 イ
毎
週
授
業
時
数
も
一
年
は
八
時
間
、
二
・
三
年
は
七
時
間
、
四
・
五
年
は
六
時
間
と
な
っ
た
。
詳
細
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
年
は
八
時
間（
国
語
講
読
四
時
漢
文
講
読
二
時
作
文
一
時
習
字
一
時
）、
二
年
は
七
時
間
（
国
語
講
読
三
時
漢
文
講
読
二
時
作
文
一
時
習
字
一
時
）、
三
年
は
七
時
間
（
国
語
講
読
毎
週
二
時
及
隔
週
一
時
漢
文
講
読
二
時
作
文
隔
週
一
時
文
法
一
時
習
字
一
時
）、
四
年
は
六
時
間
（
国
語
講
読
二
時
漢
文
講
読
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
四
号
二
四
２３９
毎
週
二
時
及
隔
週
一
時
作
文
隔
週
一
時
文
法
一
時
）、
五
年
は
六
時
間
（
国
語
講
読
二
時
漢
文
講
読
毎
週
三
時
及
隔
週
一
時
作
文
隔
週
一
時
）
と
な
っ
て
い
る
。
 
中
学
校
教
授
要
目
改
正
主
旨
 ア
「
国
語
及
漢
文
」
は
、「
国
語
講
読
・
漢
文
講
読
・
作
文
・
文
法
及
習
字
」
の
五
分
科
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
改
正
で
は
、
教
材
例
と
し
て
の
具
体
的
な
作
品
名
は
、
す
べ
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。
 イ
「
国
語
講
読
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
。
国
語
講
読
国
語
講
読
ノ
材
料
ハ
普
通
文
ヲ
主
ト
シ
口
語
文
・
書
牘
文
・
韻
文
ヲ
交
フ
普
通
文
ハ
現
代
文
ヲ
主
ト
シ
近
世
文
・
近
古
文
ヲ
交
フ
何
レ
モ
平
易
ニ
シ
テ
作
文
ノ
模
範
ト
ス
ヘ
キ
モ
ノ
タ
ル
ヘ
シ
口
語
文
ハ
簡
明
ニ
シ
テ
方
言
ヲ
雑
フ
ル
コ
ト
ナ
ク
口
語
ノ
標
準
ヲ
示
ス
ニ
足
リ
話
方
・
作
文
ノ
模
範
ト
ス
ヘ
キ
モ
ノ
タ
ル
ヘ
シ
書
牘
文
ハ
平
易
ニ
シ
テ
繁
縟
ニ
失
セ
ス
日
用
書
牘
文
ノ
模
範
ト
ス
ヘ
キ
モ
ノ
タ
ル
ヘ
シ
韻
文
ハ
新
体
詩
・
短
歌
・
今
様
・
俳
句
等
ニ
亙
リ
テ
格
調
高
雅
ナ
ル
モ
ノ
タ
ル
ヘ
シ
右
諸
種
ノ
文
章
ハ
我
国
体
及
民
族
ノ
美
風
ヲ
記
シ
国
民
性
ヲ
発
揮
ス
ル
ニ
足
ル
モ
ノ
、
健
全
ナ
ル
思
想
ヲ
述
ヘ
道
義
的
観
念
ヲ
涵
養
ス
ル
ニ
足
ル
モ
ノ
、
忠
良
賢
哲
ノ
事
蹟
ヲ
叙
シ
修
養
ニ
資
ス
ヘ
キ
モ
ノ
、
文
学
的
趣
味
ニ
富
ミ
心
情
ヲ
高
雅
ナ
ラ
シ
ム
ル
ニ
足
ル
モ
ノ
、
又
ハ
日
常
ノ
生
活
ニ
裨
益
シ
常
識
ヲ
養
成
ス
ル
ニ
足
ル
モ
ノ
等
タ
ル
ヘ
シ
（
傍
線
は
引
用
者
。）
現
代
文
・
近
世
文
・
近
古
文
な
ど
の
時
代
区
分
に
よ
る
文
種
だ
け
で
な
く
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、「
我
国
体
及
民
族
ノ
美
風
」「
国
民
性
」「
健
全
ナ
ル
思
想
」
と
い
っ
た
規
定
に
時
代
相
を
反
映
し
た
特
色
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、「
文
学
的
趣
味
ニ
富
２３８
国
語
科
教
育
課
程
の
成
立
と
展
開
二
五
ミ
心
情
ヲ
高
雅
ナ
ラ
シ
ム
ル
」
と
い
っ
た
文
言
に
は
、
文
学
教
育
へ
の
姿
勢
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、「
国
語
講
読
」の
具
体
的
な
指
導
内
容
と
し
て
、「
読
方
及
解
釈
・
話
方
・
暗
誦
・
書
取
」の
四
分
野
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
の
四
分
野
は
、
以
後
昭
和
一
八
年
の
要
目
改
正
ま
で
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
 ウ
こ
の
要
目
の
特
色
の
一
つ
に
作
文
教
育
の
充
実
が
あ
る
。
そ
の
特
色
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

講
読
の
材
料
を
普
通
文
、
口
語
文
、
書
牘
文
と
明
確
に
区
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
作
文
の
模
範
と
な
る
も
の
を
採
択
し
た
こ
と
。

作
文
は
現
代
文
を
主
と
し
、
口
語
文
及
び
書
牘
文
も
対
象
と
し
た
こ
と
。

自
作
文
は
、
記
事
文
、
叙
事
文
を
主
と
し
て
、
書
牘
文
も
加
え
た
こ
と
。

文
体
に
つ
い
て
は
、
低
学
年
で
は
口
語
文
も
書
か
せ
る
が
、
高
学
年
で
は
専
ら
文
語
文
を
書
か
せ
た
こ
と
。

即
題
を
主
と
す
る
が
、
学
年
が
進
む
に
従
っ
て
宿
題
と
相
半
ば
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
こ
と
。

添
削
の
在
り
方
を
指
示
し
た
こ
と
。
作
文
教
育
も
、
明
治
期
の
後
半
に
な
っ
て
一
応
の
ま
と
ま
り
を
み
せ
、
そ
の
考
え
方
、
指
導
内
容
は
以
後
長
く
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
 エ
な
お
、
こ
の
要
目
の
末
尾
に
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
、「
注
意
」
と
し
て
一
三
箇
条
に
わ
た
る
注
意
書
き
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
か
に
は
、
現
在
の
学
習
に
も
適
用
で
き
る
も
の
も
あ
り
、
具
体
的
な
指
導
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
注
意
一
各
分
科
ノ
教
授
ハ
互
ニ
連
絡
補
益
セ
ン
コ
ト
ヲ
力
ム
ヘ
シ
二
講
読
ノ
際
ニ
ハ
常
ニ
他
ノ
学
科
目
ト
相
俟
チ
テ
生
徒
ノ
思
想
・
感
情
ヲ
啓
発
陶
冶
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
ヘ
シ
三
漢
字
ヲ
教
授
ス
ル
際
ニ
ハ
普
通
ニ
行
ハ
ル
ゝ
字
音
並
俗
字
・
和
字
・
略
字
等
ノ
字
体
ヲ
避
ケ
ス
実
用
ニ
適
セ
ン
コ
ト
ヲ
主
ト
シ
テ
煩
瑣
ナ
ル
考
証
ニ
趨
ラ
サ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
四
号
二
六
２３７
四字
画
及
語
意
ノ
異
同
ハ
常
ニ
相
対
比
シ
テ
教
授
シ
又
其
ノ
語
ヲ
部
分
ト
セ
ル
普
通
ノ
熟
語
ヲ
附
帯
シ
テ
教
授
ス
ヘ
シ
五
故
事
・
古
語
等
ハ
大
体
ノ
説
明
ヲ
与
フ
ル
ニ
止
メ
其
ノ
出
典
等
ニ
関
シ
テ
煩
瑣
ナ
ル
穿
鑿
ニ
趨
ラ
サ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
六
適
当
ノ
時
期
ニ
於
テ
字
書
ノ
用
法
ヲ
授
ケ
其
ノ
使
用
ニ
慣
レ
シ
ム
ヘ
シ
七
作
文
ノ
教
授
ハ
迂
遠
ニ
流
レ
ス
難
渋
ニ
失
セ
ス
簡
明
達
意
ノ
文
ヲ
作
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
ヘ
シ
八
作
文
ハ
初
ハ
主
ト
シ
テ
即
題
ヲ
課
シ
学
年
ノ
進
ム
ニ
従
ヒ
テ
漸
ク
之
ヲ
減
シ
宿
題
ト
相
半
ス
ル
ニ
至
ラ
シ
ム
ヘ
シ
九
作
文
ハ
添
削
ノ
際
批
正
ス
ヘ
キ
部
分
ニ
シ
テ
生
徒
ノ
自
ラ
訂
正
シ
得
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
符
号
ヲ
付
シ
テ
推
敲
ヲ
促
シ
共
通
セ
ル
誤
謬
又
ハ
参
考
ニ
資
ス
ヘ
キ
事
項
ハ
之
ヲ
一
般
ニ
知
ラ
シ
ム
ル
等
常
ニ
其
ノ
成
績
ヲ
利
用
セ
ン
コ
ト
ヲ
力
ム
ヘ
シ
十
文
法
ハ
特
ニ
其
ノ
時
間
ヲ
設
ケ
サ
ル
学
年
ニ
在
リ
テ
モ
便
宜
講
読
・
作
文
等
ニ
附
帯
シ
テ
之
ヲ
教
授
シ
又
ハ
練
習
セ
シ
ム
ヘ
シ
十
一
文
法
ハ
実
例
ニ
就
キ
テ
帰
納
的
ニ
教
授
シ
実
用
適
切
ナ
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
十
二
習
字
ヲ
教
授
ス
ル
際
ニ
ハ
間
架
・
結
構
ノ
大
要
ヲ
知
ラ
シ
ム
ヘ
シ
但
シ
専
ラ
実
用
ニ
適
切
ナ
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
主
ト
シ
徒
ニ
繁
雑
ナ
ル
書
論
ニ
渉
ル
コ
ト
ヲ
避
ク
ヘ
シ
十
三
習
字
ハ
特
ニ
其
ノ
時
間
ヲ
設
ケ
サ
ル
学
年
ニ
在
リ
テ
モ
作
文
・
書
取
其
ノ
他
ノ
場
合
ニ
於
テ
常
ニ
書
写
ニ
練
熟
セ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
力
ム
ヘ
シ
六
中
学
校
令
改
正
（
大
正
八
年
二
月
七
日
勅
令
）
中
学
校
令
施
行
規
則
中
改
正
（
大
正
八
年
三
月
二
九
日
文
部
省
令
）
 
中
学
校
令
改
正
２３６
国
語
科
教
育
課
程
の
成
立
と
展
開
二
七
主
旨
そ
の
第
一
条
に
は
、
中
学
校
の
目
的
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
中
学
校
ハ
男
子
ニ
須
要
ナ
ル
高
等
普
通
教
育
ヲ
為
ス
ヲ
以
テ
目
的
ト
シ
特
ニ
国
民
道
徳
ノ
養
成
ニ
力
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
（
傍
線
は
引
用
者
。）
「
特
ニ
国
民
道
徳
ノ
養
成
ニ
力
ム
へ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
と
い
う
文
言
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
も
の
の
考
え
方
や
時
代
相
の
傾
向
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
 
中
学
校
令
施
行
規
則
中
改
正
ア
主
旨
 ア
第
四
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
大
正
九
年
以
後
は
、
小
学
校
五
年
修
了
で
、
中
学
校
に
入
学
し
、
中
学
四
年
か
ら
旧
制
高
校
に
入
る
英
才
が
現
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 イ
「
国
語
及
漢
文
」の
毎
週
授
業
時
数
は
、
一
・
二
年
は
八
時
間
、
三
年
は
六
時
間
、
四
・
五
年
は
五
時
間
と
な
っ
た
。
な
お
、
四
・
五
年
は
二
時
間
ま
で
の
増
加
時
間
を
認
め
て
い
た
。
イ
教
科
書
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
従
前
以
上
に
、「
現
代
文
」の
教
材
が
増
え
、
そ
の
取
り
扱
い
方
に
つ
い
て
の
論
議
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
。
明
治
・
大
正
期
に
活
躍
し
た
作
家
、
思
想
家
の
文
章
が
多
く
採
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
末
期
ご
ろ
か
ら
、
文
学
教
材
に
対
す
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
は
い
た
が
、
古
文
中
心
の
傾
向
は
や
は
り
根
強
い
も
の
が
あ
っ
た
。
大
正
期
に
入
っ
て
か
ら
は
、
現
代
文
学
の
比
重
が
増
加
し
、
教
材
と
し
て
の
位
置
を
高
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
『
中
学
国
文
教
科
書
』（
吉
田
弥
平
編
大
正
一
二
年
改
訂
光
風（
７
）
館
）
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
四
号
二
八
２３５
こ
の
教
科
書
は
、
明
治
期
の
箇
所
で
も
引
用
し
て
い
る
が
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
を
通
じ
て
最
も
多
く
採
用
さ
れ
た
教
科
書
で
あ
る
。
大
正
一
二
年
の
改
訂
版
に
お
い
て
は
、
明
治
三
九
年
初
版
時
に
比
べ
て
、
現
代
文
（
文
学
作
品
、
評
論
的
論
説
）
が
多
く
採
ら
れ
、
当
時
の
中
等
読
本
の
一
典
型
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
徳
冨
健
次
郎
（
涼
味
、
月
の
天
橋
、
保
津
川
下
り
、
冬
景
、
九
十
九
里
浜
、
山
光
水
色
、
海
と
岩
、
相
模
灘
の
落
日
）、
島
崎
藤
村
（
川
逍
遙
、
船
路
、
巴
里
よ
り
、
晩
春
の
別
離
、
鶯
、
平
和
の
巴
里
）、
夏
目
漱
石
（
十
国
峠
、
峠
の
茶
屋
、
春
宵
漫
歩
、
カ
ー
ラ
イ
ル
の
旧
栖
、
比
叡
山
、
霧
の
倫
敦
）、
幸
田
露
伴（
伊
能
忠
敬
の
晩
学
、
水
精
の
玉
、
秋
の
夜
、
水
の
力
、
雪
前
雪
後
、
物
の
初
）、
坪
内
逍
遥
（
大
海
原
、
蘇
武
、
読
書
、
大
正
の
震
災
、
長
栖
堤
の
訣
別
）、
大
和
田
建
樹
（
春
の
光
、
公
園
の
秋
色
、
千
里
の
春
、
天
龍
川
）、
高
浜
虚
子
（
鳥
の
声
、
柿
二
つ
、
法
隆
寺
）、
北
原
白
秋
（
お
祭
、
雀
、
正
覚
坊
）、
森
 
外
（
乃
木
将
軍
）、
正
岡
子
規
（
硝
子
障
子
）、
国
木
田
独
歩
（
武
蔵
野
）、
高
山
樗
牛
（
十
国
峠
、
わ
が
袖
の
記
、
日
蓮
上
人
、
友
に
寄
す
、
平
重
盛
論
、
死
と
永
生
、
平
家
雑
感
）、
大
町
桂
月
（
八
道
の
山
、
甲
賀
孫
兵
衛
、
金
華
山
）
等
。
ウ
入
試
問
題
こ
の
よ
う
に
、
当
時
現
代
文
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
旧
制
高
等
学
校
の
入
学
試
験
等
に
、
現
代
文
を
課
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
正
一
〇
年
こ
ろ
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
一
部
の
学
校
で
多
く
の
学
校
で
は
、
依
然
と
し
て
、
古
文
・
漢
文
か
ら
の
出
題
で
あ
っ
た
。
当
時
、
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
で
あ
っ
た
保
科
孝
一
は
、「
近
世
文
・
現
代
文
に
重
き
を
置
け
」（
大
正
九（
８
）
年
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
わ
づ
か
二
三
行
に
過
ぎ
な
い
古
文
の
口
訳
を
よ
く
せ
ん
が
た
め
に
、
国
語
講
読
の
全
部
を
犠
牲
に
供
す
る
こ
と
は
甚
だ
し
い
破
壊
で
あ
る
。
国
語
講
読
の
系
統
か
ら
見
れ
ば
、
現
代
文
・
近
世
文
・
近
古
文
と
い
ふ
や
う
に
漸
次
系
統
的
に
、
は
た
組
織
的
に
進
む
の
が
順
序
で
あ
る
の
に
、
近
古
文
の
教
授
に
全
力
を
注
ぎ
、
現
代
文
を
軽
ん
ず
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
国
語
教
育
の
破
２３４
国
語
科
教
育
課
程
の
成
立
と
展
開
二
九
壊
で
あ
る
。
高
等
学
校
の
入
学
試
験
に
、
擬
古
文
の
口
語
訳
の
問
題
が
多
く
出
題
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
中
学
国
語
教
育
へ
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
七
中
学
校
令
施
行
規
則
中
改
正
（
昭
和
六
年
一
月
一
〇
日
文
部
省
令
）
中
学
校
教
授
要
目
改
正
（
昭
和
六
年
二
月
七
日
文
部
省
訓
令
）
 
中
学
校
令
施
行
規
則
中
改
正
主
旨
 ア
第
二
条
に
お
い
て
、「
国
語
及
漢
文
」
は
「
国
語
漢
文
」
に
名
称
が
変
更
さ
れ
、
両
者
の
一
層
の
緊
密
な
連
係
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 イ
上
級
学
年
に
お
い
て
、
第
一
種
・
第
二
種
の
二
つ
の
課
程
を
編
成
し
、
第
一
種
は
卒
業
後
、
直
ち
に
実
社
会
に
入
る
者
の
た
め
に
、
実
業
、
理
科
を
重
ん
じ
た
課
程
で
あ
り
、
第
二
種
は
、
上
級
学
校
に
進
学
す
る
者
の
た
め
、
外
国
語
、
数
学
を
重
ん
じ
た
課
程
で
あ
っ
て
、
生
徒
に
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
選
択
履
修
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
 ウ
学
科
目
を
基
本
科
目
と
増
加
科
目
と
に
分
け
た
。「
基
本
科
目
」
と
し
て
の
「
国
語
漢
文
」
の
毎
週
授
業
時
数
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
四
年
以
上
に
一
種
・
二
種
の
課
程
を
編
成
す
る
場
合
は
、
基
本
科
目
と
し
て
、
一
年
は
七
時
間
、
二
・
三
年
は
六
時
間
、
四
・
五
年
は
四
時
間
と
し
、
増
加
科
目
と
し
て
、
一
種
・
二
種
と
も
一
時
間
な
い
し
三
時
間
と
し
た
。
三
年
以
上
に
一
種
・
二
種
の
課
程
を
編
成
す
る
場
合
は
、
基
本
科
目
と
し
て
、
一
年
は
七
時
間
、
二
年
は
六
時
間
、
三
・
四
・
五
年
は
四
時
間
と
し
、
増
加
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
四
号
三
〇
２３３
科
目
と
し
て
、
一
種
・
二
種
と
も
一
時
間
な
い
し
三
時
間
が
認
め
ら
れ
た
。
 エ
第
七
条
で
は
、「
国
語
漢
文
」
の
要
旨
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
規
定
が
な
さ
れ
た
。
国
語
漢
文
ハ
普
通
ノ
言
語
、
文
章
ヲ
了
解
シ
正
確
且
自
由
ニ
思
想
ヲ
発
表
シ
文
字
ヲ
端
正
ニ
書
写
ス
ル
ノ
能
ヲ
得
シ
メ
国
民
性
ヲ
涵
養
シ
文
学
上
ノ
趣
味
ヲ
養
ヒ
知
徳
ノ
啓
発
ニ
資
ス
ル
ヲ
以
テ
要
旨
ト
ス
国
語
漢
文
ハ
現
時
ノ
国
文
ヲ
主
ト
シ
テ
講
読
セ
シ
メ
進
ミ
テ
ハ
平
易
ナ
ル
近
古
文
ヨ
リ
簡
易
ナ
ル
上
古
文
ニ
及
ボ
シ
又
平
易
ナ
ル
漢
文
ヲ
講
読
セ
シ
メ
簡
易
ニ
シ
テ
実
用
ニ
適
ス
ル
国
文
ヲ
作
ラ
シ
メ
国
語
文
法
ノ
大
要
及
習
字
ヲ
授
ク
ベ
シ
（
傍
線
は
引
用
者
。）
前
半
に
お
い
て
、
従
前
の
も
の
に
、「
国
民
性
ヲ
涵
養
シ
」
と
い
う
文
言
が
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
、「
進
ミ
テ
ハ
平
易
ナ
ル
近
古
文
ヨ
リ
簡
易
ナ
ル
上
古
文
ニ
及
ボ
シ
」
と
あ
っ
て
、
従
前
の
古
文
教
育
の
規
定
よ
り
も
範
囲
を
広
げ
て
、
上
古
文
の
教
材
も
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 
中
学
校
教
授
要
目
改
正
ア
主
旨
 ア
明
治
四
四
年
の
教
授
要
目
を
改
正
し
た
も
の
で
、「
国
語
漢
文
」
は
、
従
前
ど
お
り
「
国
語
講
読
・
漢
文
講
読
・
作
文
・
文
法
及
習
字
」
の
五
領
域
に
分
か
れ
、
領
域
ご
と
に
毎
週
授
業
時
数
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
 イ
「
国
語
漢
文
」
の
「
国
語
講
読
」
の
項
で
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
国
語
講
読
ハ
読
方
及
解
釈
、
話
方
・
暗
誦
・
書
取
ヲ
課
シ
其
ノ
材
料
ハ
総
テ
文
章
ノ
模
範
タ
リ
而
シ
テ
国
体
ノ
精
華
、
民
俗
ノ
美
風
、
賢
哲
ノ
言
行
等
ヲ
叙
シ
以
テ
健
全
ナ
ル
思
想
、
醇
美
ナ
ル
国
民
性
ヲ
涵
養
ス
ル
ニ
足
ル
モ
ノ
、
文
学
ノ
趣
味
ニ
富
ミ
テ
心
情
ヲ
高
雅
ナ
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ
、
日
常
ノ
生
活
ニ
裨
益
ア
リ
常
識
ヲ
養
成
ス
ル
ニ
足
ル
モ
ノ
等
タ
ル
ベ
シ
（
傍
線
は
引
２３２
国
語
科
教
育
課
程
の
成
立
と
展
開
三
一
用
者
。）
こ
こ
に
も
、「
国
体
ノ
精
華
、
民
俗
ノ
美
風
、
賢
哲
ノ
言
行
」「
醇
美
ナ
ル
国
民
性
」
等
の
文
言
が
み
ら
れ
、
施
行
規
則
の
内
容
を
具
体
化
し
た
規
定
と
な
っ
て
い
る
。
イ
国
語
教
育
の
現
状
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
国
語
教
育
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
一
端
を
国
文
学
者
の
池
田
亀
鑑
は
、「
国
語
教
育
の
専
門
家
に
質
す
」（
昭
和
四（
９
）
年
）
の
中
で
、
鋭
い
問
い
か
け
を
し
て
い
る
。
 
国
語
教
育
の
現
状
は
、
文
芸
趣
味
に
偏
し
て
ゐ
は
し
な
い
か
。
国
語
教
育
に
お
け
る
文
芸
偏
重
主
義
は
、
美
し
く
華
や
か
に
見
え
る
が
、
は
た
し
て
国
語
教
育
上
に
よ
き
影
響
を
与
へ
る
で
あ
ら
う
か
。

国
語
教
育
の
現
状
は
、
国
語
に
関
す
る
知
識
、
法
則
等
を
教
へ
る
と
い
ふ
こ
と
を
、
あ
ま
り
に
軽
ん
じ
す
ぎ
て
ゐ
は
し
な
い
か
。

国
語
教
育
の
現
状
は
、
文
学
的
情
調
を
重
ん
じ
す
ぎ
、
実
社
会
の
生
け
る
諸
問
題
へ
の
関
心
に
遠
ざ
か
っ
て
ゐ
は
し
な
い
か
。

国
語
教
育
の
現
状
は
、方
法
論
的
に
分
裂
し
て
、国
民
教
育
と
し
て
の
本
来
の
目
標
と
光
り
と
を
忘
れ
て
ゐ
は
し
な
い
か
。
こ
の
中
に
は
、
現
在
に
も
通
じ
る
よ
う
な
厳
し
い
指
摘
が
み
ら
れ
る
。
八
中
学
校
教
授
要
目
中
改
正
（
昭
和
一
二
年
三
月
二
七
日
文
部
省
訓
令
）
中
学
校
教
授
要
目
中
改
正
ア
主
旨
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
四
号
三
二
２３１
 ア
「
国
語
漢
文
」
の
目
的
は
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
。
国
語
漢
文
国
語
漢
文
ニ
於
テ
ハ
国
語
ノ
理
会
及
応
用
ノ
能
ヲ
得
シ
メ
漢
文
ノ
読
方
及
解
釈
ノ
力
ヲ
養
ヒ
特
ニ
我
ガ
国
民
性
ノ
特
質
ト
国
民
文
化
ノ
由
来
ト
ヲ
明
ニ
ス
ル
コ
ト
ニ
注
意
シ
国
民
精
神
ノ
涵
養
ニ
資
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
国
語
ニ
於
テ
ハ
国
語
ノ
構
造
・
特
質
ヲ
知
ラ
シ
メ
国
語
ノ
正
確
ナ
ル
理
会
ト
思
想
・
体
験
ノ
明
確
自
由
ナ
ル
表
現
ト
ニ
就
キ
テ
指
導
シ
国
語
ガ
国
民
性
ノ
具
現
タ
ル
コ
ト
及
国
語
ノ
教
養
ガ
国
民
ノ
自
覚
ヲ
促
シ
品
位
ヲ
高
ム
ル
所
以
ナ
ル
コ
ト
ヲ
会
得
セ
シ
メ
テ
国
語
愛
護
ノ
念
ヲ
培
フ
ト
共
ニ
美
的
・
道
徳
的
情
操
ヲ
陶
冶
ス
ベ
シ
又
漢
文
ニ
於
テ
ハ
漢
文
ノ
語
彙
・
構
造
等
ノ
特
質
ニ
留
意
シ
テ
国
語
ト
ノ
関
係
ヲ
明
ニ
シ
漢
文
ノ
正
確
ナ
ル
理
会
ニ
就
キ
テ
指
導
ス
ル
ト
共
ニ
其
ノ
我
ガ
精
神
生
活
ニ
対
ス
ル
意
義
ヲ
会
得
セ
シ
ム
ベ
シ
（
傍
線
は
引
用
者
。）
国
家
中
心
思
想
が
、
色
濃
く
打
ち
出
さ
れ
、
国
語
科
教
育
の
重
要
事
項
の
一
つ
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
国
民
性
・
国
民
文
化
・
国
民
精
神
が
、
授
業
の
中
で
よ
り
一
層
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
の
時
代
相
を
よ
く
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、「
師
範
学
校
、
中
学
校
、
高
等
女
学
校
教
授
要
目
改
正
ニ
関
ス
ル
件
」（
昭
和
一
二
年
三
月
三
一
日
発
普
）
が
公
布
さ
れ
た
が
、
教
科
書
の
扱
い
が
主
な
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
文
言
が
あ
り
、
教
科
書
の
在
り
方
に
も
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
愈
々
国
体
ノ
本
義
ヲ
明
徴
ニ
シ
一
層
国
民
精
神
ヲ
作
興
シ
兼
テ
時
代
ノ
進
運
ニ
伴
フ
教
授
内
容
ノ
刷
新
充
実
ヲ
期
ス
ル
（
傍
線
は
引
用
者
。）
 イ
「
国
語
講
読
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
。
国
語
講
読
ハ
読
方
及
解
釈
・
話
方
・
暗
誦
・
書
取
ヲ
課
シ
其
ノ
材
料
ハ
総
テ
醇
正
ナ
ル
国
語
ニ
採
リ
国
体
ノ
精
華
、
国
民
ノ
２３０
国
語
科
教
育
課
程
の
成
立
と
展
開
三
三
美
風
、
偉
人
ノ
言
行
等
ヲ
叙
シ
テ
国
民
精
神
ヲ
涵
養
ス
ル
ニ
足
ル
モ
ノ
、
世
界
ノ
情
勢
ヲ
知
ラ
シ
メ
テ
円
満
ナ
ル
国
民
的
常
識
ヲ
養
成
ス
ル
ニ
足
ル
モ
ノ
、
文
学
趣
味
ニ
富
ミ
テ
心
情
ヲ
高
雅
ナ
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ
等
タ
ル
ベ
シ
（
傍
線
は
引
用
者
。）
従
前
に
は
な
か
っ
た
文
言
と
し
て
、「
醇
正
ナ
ル
国
語
」
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
小
学
校
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
文
言
で
あ
る
。
 ウ
「
要
目
」
の
末
尾
に
は
、
次
に
掲
げ
る
「
注
意
」
五
箇
条
が
記
さ
れ
、
具
体
的
な
指
導
上
の
注
意
に
触
れ
て
い
る
。
注
意
一
国
語
講
読
及
漢
文
講
読
ノ
教
授
ニ
於
テ
ハ
特
ニ
次
ノ
事
項
ニ
留
意
ス
ベ
シ
読
方
及
解
釈
ニ
在
リ
テ
ハ
語
句
文
章
ト
思
想
内
容
ト
ヲ
一
体
ト
シ
テ
把
捉
セ
シ
メ
適
宜
文
章
ノ
妙
味
ヲ
鑑
賞
セ
シ
ム
ベ
シ
話
方
ハ
方
言
 
語
ヲ
矯
正
シ
醇
正
明
晰
ナ
ル
国
語
ノ
使
用
ニ
習
熟
セ
シ
メ
尚
敬
語
ノ
用
法
ニ
就
キ
テ
モ
適
当
ニ
指
導
ス
ベ
シ暗
誦
ハ
著
名
ナ
ル
詩
歌
文
章
ニ
就
キ
テ
随
時
之
ヲ
課
ス
ベ
シ
書
取
ハ
日
用
ノ
文
字
・
語
句
等
ノ
正
確
ナ
ル
書
写
ニ
習
熟
セ
シ
ム
ベ
シ
二
作
文
ハ
特
ニ
時
間
ヲ
設
ケ
ザ
ル
学
年
ニ
在
リ
テ
モ
少
ナ
ク
ト
モ
隔
週
一
回
講
読
ノ
時
間
内
ニ
於
テ
之
ヲ
課
ス
ベ
シ
三
文
法
ハ
平
易
ナ
ル
実
例
ニ
就
キ
テ
之
ヲ
理
会
セ
シ
ム
ベ
シ
尚
特
ニ
文
法
ノ
時
間
ヲ
設
ケ
ザ
ル
学
年
ニ
在
リ
テ
モ
常
ニ
講
読
・
作
文
等
ニ
附
帯
シ
テ
之
ヲ
授
ケ
正
確
ナ
ル
語
法
ニ
練
熟
セ
シ
ム
ベ
シ
四
習
字
ハ
特
ニ
時
間
ヲ
設
ケ
ザ
ル
学
年
ニ
在
リ
テ
モ
作
文
・
書
取
其
ノ
他
ノ
場
合
ニ
於
テ
常
ニ
正
確
ナ
ル
書
方
ニ
注
意
セ
シ
ム
ベ
シ
尚
教
材
ニ
就
キ
テ
ハ
其
ノ
読
方
及
解
釈
ヲ
モ
授
ク
ベ
シ
五
増
課
教
材
ノ
要
目
ハ
適
宜
取
捨
シ
テ
之
ヲ
課
ス
ベ
シ
イ
要
目
の
趣
旨
説
明
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
四
号
三
四
２２９
文
部
省
は
、
昭
和
一
二
年
五
月
「
中
等
学
校
改
正
教
授
要
目
の
趣
旨
」（
文
部
省
解（
１０
）
説
）
を
発
表
し
た
。
 ア
「
国
語
漢
文
」
の
「
改
正
の
方
針
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。
国
語
漢
文
改
正
の
方
針
国
語
漢
文
は
国
民
精
神
の
涵
養
上
極
め
て
重
大
な
学
科
目
で
あ
る
と
共
に
、
他
の
諸
学
科
目
と
密
接
な
関
係
を
有
し
、
諸
学
科
目
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
際
教
授
要
目
の
全
面
的
検
討
を
行
ひ
慎
重
審
議
し
て
改
正
を
行
っ
た
。
そ
の
改
正
の
根
本
方
針
と
し
て
挙
ぐ
べ
き
も
の
は
大
体
次
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
要
約
さ
れ
た
も
の
は
、
次
の
五
箇
条
と
な
っ
て
い
る
。
一
祖
先
の
精
神
的
遺
産
た
る
国
語
漢
文
の
資
料
に
拠
っ
て
、
我
が
国
体
の
本
義
を
一
層
明
に
会
得
さ
せ
る
こ
と
。
二
我
国
民
精
神
に
立
脚
し
て
、
現
下
の
世
界
に
於
け
る
我
が
国
の
地
位
を
自
覚
さ
せ
、
大
国
民
と
し
て
の
自
己
完
成
に
向
っ
て
志
を
立
て
し
め
る
こ
と
。
三
国
語
愛
護
の
熱
意
を
喚
起
し
、
日
常
の
言
語
及
作
文
に
於
て
明
晰
に
し
て
品
位
あ
る
国
語
の
使
用
を
修
練
さ
せ
る
こ
と
。
四
国
語
漢
文
科
に
於
て
最
も
大
切
な
形
式
内
容
不
離
一
体
の
要
旨
を
一
層
徹
底
せ
し
め
る
こ
と
。
五
儒
教
の
我
が
国
精
神
に
及
し
た
効
果
、
漢
文
の
我
が
国
語
に
与
へ
た
影
響
に
つ
い
て
公
正
な
認
識
を
持
し
、
国
語
漢
文
が
一
科
と
し
て
我
が
国
民
の
教
養
に
提
携
す
る
所
以
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
。
先
に
、「
国
語
漢
文
」
の
改
正
の
主
旨
で
述
べ
た
よ
う
に
、
当
時
の
時
代
相
を
ま
と
も
に
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
語
教
育
の
実
態
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
 イ
「
醇
正
ナ
ル
国
語
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。
「
醇
正
ナ
ル
国
語
」
と
い
ふ
の
は
、
必
ず
し
も
大
和
言
葉
と
い
ふ
意
味
で
は
な
い
。
生
硬
な
翻
訳
文
や
難
吃
な
漢
文
書
下
し
文
等
で
な
い
事
を
意
味
し
て
居
る
。
国
民
感
情
と
調
和
し
た
言
語
、
国
民
感
情
を
基
礎
と
し
て
表
現
さ
れ
た
言
語
と
い
ふ
程
の
２２８
国
語
科
教
育
課
程
の
成
立
と
展
開
三
五
意
味
で
あ
る
。
以
前
の
要
目
に
は
「
文
章
ノ
模
範
タ
リ
」
と
あ
っ
た
が
、
中
古
文
や
上
代
の
文
章
を
今
日
の
中
学
校
生
徒
に
文
章
の
模
範
た
り
と
い
ふ
の
は
妥
当
で
な
い
か
ら
改
正
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、「
醇
正
ナ
ル
国
語
」と
は
、
分
か
り
や
す
く
美
し
い
日
本
語
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
国
語
を
国
民
の
言
語
生
活
の
中
に
見
い
だ
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
は
、「
話
す
こ
と
」
の
学
習
の
在
り
方
を
示
唆
し
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
九
中
等
学
校
令
（
昭
和
一
八
年
一
月
二
一
日
勅
令
）
中
学
校
規
程
（
昭
和
一
八
年
三
月
二
日
文
部
省
令
）
中
学
校
教
科
教
授
及
修
練
指
導
要
目
（
昭
和
一
八
年
三
月
二
五
日
文
部
省
訓
令
）
 
中
等
学
校
令
主
旨
 ア
中
等
学
校
の
目
的
に
つ
い
て
、
第
一
条
で
次
の
よ
う
に
規
定
し
た
。
中
等
学
校
ハ
皇
国
ノ
道
ニ
則
リ
テ
高
等
普
通
教
育
又
ハ
実
業
教
育
ヲ
施
シ
国
民
ノ
錬
成
ヲ
為
ス
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
（
傍
線
は
引
用
者
。）
国
粋
思
想
の
一
端
を
如
実
に
表
現
し
た
規
定
と
な
っ
て
い
る
。
 イ
第
二
条
の
次
の
規
定
に
よ
り
、
中
学
校
・
高
等
女
学
校
・
実
業
学
校
す
べ
て
を
包
含
し
て
中
等
学
校
と
称
す
る
こ
と
に
な
る
。
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
四
号
三
六
２２７
中
等
学
校
ヲ
分
チ
テ
中
学
校
、
高
等
女
学
校
及
実
業
学
校
ト
ス
 ウ
そ
れ
ぞ
れ
修
業
年
限
を
一
年
短
縮
し
て
四
年
と
す
る
。
 エ
中
等
学
校
の
教
科
書
を
、
今
ま
で
の
検
定
制
か
ら
国
定
制
と
す
る
。
 
中
学
校
規
程
主
旨
 ア
教
科
は
、
国
民
科
・
理
数
科
・
体
練
科
・
芸
能
科
・
実
業
科
及
び
外
国
語
科
と
す
る
。
 イ
従
前
の
「
国
語
漢
文
」
は
「
国
民
科
国
語
」
と
し
て
、
修
身
、
歴
史
及
地
理
の
三
科
と
と
も
に
国
民
科
の
中
に
統
合
さ
れ
る
。
国
民
科
の
要
旨
と
し
て
、
第
三
条
で
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
。
国
民
科
ハ
我
ガ
国
ノ
文
化
並
ニ
中
外
ノ
歴
史
及
地
理
ニ
付
テ
習
得
セ
シ
メ
国
体
ノ
本
義
ヲ
闡
明
シ
テ
国
民
精
神
ヲ
涵
養
シ
皇
国
ノ
使
命
ヲ
自
覚
セ
シ
メ
実
践
ニ
培
フ
ヲ
以
テ
要
旨
ト
ス
国
民
科
ハ
之
ヲ
分
チ
テ
修
身
、
国
語
、
歴
史
及
地
理
ノ
科
目
ト
ス
 ウ
「
書
道
」
は
、
芸
能
科
の
一
科
目
と
な
る
。
 
中
学
校
教
科
教
授
及
修
練
指
導
要
目
主
旨
 ア
「
国
民
科
国
語
」
は
、
講
読
（
国
文
・
漢
文
）・
文
法
・
作
文
及
話
方
の
四
領
域
と
な
る
。「
教
授
要
旨
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。
国
語
科
国
語
ハ
正
確
ナ
ル
国
語
ノ
理
会
ト
発
表
ト
ノ
能
力
ヲ
養
フ
ト
共
ニ
古
典
ト
シ
テ
ノ
国
文
及
漢
文
ヲ
習
得
セ
シ
メ
国
民
２２６
国
語
科
教
育
課
程
の
成
立
と
展
開
三
七
的
思
考
感
動
ヲ
通
ジ
テ
国
民
精
神
ヲ
涵
養
シ
我
ガ
国
文
化
ノ
創
造
発
展
ニ
培
フ
モ
ノ
ト
ス
国
民
科
国
語
ハ
講
読
、
文
法
、
作
文
及
話
方
ヲ
課
ス
ベ
シ
 イ
ま
た
、「
教
授
方
針
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
一
国
語
ガ
国
民
的
思
考
感
動
ノ
具
現
ニ
シ
テ
且
之
ヲ
形
成
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
所
以
ヲ
明
ニ
シ
テ
国
語
ノ
正
確
ナ
ル
理
会
・
発
表
ノ
能
力
ヲ
養
ヒ
国
語
尊
重
ノ
精
神
ヲ
涵
養
ス
ベ
シ
一
古
典
ト
シ
テ
ノ
国
文
ヲ
通
ジ
テ
皇
国
ノ
伝
統
ト
其
ノ
表
現
ト
ヲ
会
得
セ
シ
メ
国
民
生
活
ノ
発
展
ト
皇
国
文
化
ノ
創
造
ト
ニ
培
フ
ベ
シ
一
古
典
ト
シ
テ
ノ
漢
文
ヲ
通
ジ
テ
皇
国
及
東
亜
ノ
思
想
、
文
化
ト
其
ノ
表
現
ト
ヲ
会
得
セ
シ
メ
国
民
精
神
ノ
涵
養
ニ
資
ス
ベ
シ
（
傍
線
は
引
用
者
。）
戦
時
下
に
あ
っ
て
、「
皇
国
ノ
伝
統
」、「
皇
国
文
化
ノ
創
造
」と
い
っ
た
思
想
が
、
国
語
科
教
育
全
体
を
お
お
う
時
代
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
 ウ
「
教
授
事
項
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
事
項
が
定
め
ら
れ
、「
国
語
の
醇
正
化
」
並
び
に
「
古
典
の
読
破
力
の
錬
成
」
の
二
つ
が
眼
目
と
さ
れ
た
。
一
講
読
ハ
皇
国
ノ
道
ノ
具
現
タ
ル
各
時
代
ノ
国
文
ト
皇
国
ノ
発
展
ニ
寄
与
セ
ル
漢
文
ト
ノ
中
ヨ
リ
醇
正
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
選
ビ
之
ガ
正
確
ナ
ル
読
誦
ト
解
釈
ト
ヲ
課
シ
教
材
ニ
依
リ
テ
ハ
暗
誦
・
書
取
ヲ
課
ス
ベ
シ
二
文
法
ハ
口
語
法
・
文
語
法
ノ
大
要
ト
国
語
ニ
関
ス
ル
基
本
的
事
項
ト
ヲ
授
ケ
テ
国
語
ノ
正
確
ナ
ル
理
会
・
発
表
ノ
能
力
ヲ
修
練
シ
国
語
ノ
構
造
及
特
質
ヲ
会
得
セ
シ
メ
国
語
意
識
ノ
確
立
ニ
資
ス
ベ
シ
三
作
文
ハ
書
簡
・
日
記
・
報
告
・
記
録
・
説
明
・
感
想
及
主
張
等
各
種
ノ
文
ヲ
綴
ラ
シ
メ
思
想
・
体
験
ノ
正
確
自
由
ナ
ル
発
表
ニ
付
テ
指
導
シ
醇
正
ナ
ル
国
語
ノ
表
現
力
ヲ
修
練
ス
ベ
シ
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
四
号
三
八
２２５
文
体
ハ
口
語
文
ヲ
主
ト
シ
文
語
文
・
候
文
ヲ
モ
併
セ
課
ス
ベ
シ
四
話
方
ハ
各
自
ノ
生
活
ニ
即
シ
テ
思
想
・
体
験
ノ
正
確
ナ
ル
発
表
聴
取
ヲ
訓
練
シ
醇
正
ナ
ル
国
語
ノ
使
用
ニ
習
熟
セ
シ
メ
敬
語
ノ
使
用
ニ
慣
レ
シ
ム
ベ
シ
（
傍
線
は
引
用
者
。）
 エ
授
業
時
数
は
、
一
年
か
ら
四
年
ま
で
毎
週
五
時
間
と
し
、
領
域
ご
と
に
時
間
配
当
が
な
さ
れ
て
い
る
。
学
年
ご
と
の
時
間
配
当
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
第
一
学
年
百
七
十
時
（
毎
週
五
時
）
講
読
国
文
六
十
八
時
（
毎
週
二
時
）
漢
文
三
十
四
時
（
毎
週
一
時
）
文
法
三
十
四
時
（
毎
週
一
時
）
作
文
・
話
方
三
十
四
時
（
毎
週
一
時
）
第
二
学
年
百
七
十
時
（
毎
週
五
時
）
講
読
国
文
六
十
八
時
（
毎
週
二
時
）
漢
文
三
十
四
時
（
毎
週
一
時
）
文
法
三
十
四
時
（
毎
週
一
時
）
作
文
・
話
方
三
十
四
時
（
毎
週
一
時
）
第
三
学
年
百
六
十
時
（
毎
週
五
時
）
講
読
国
文
六
十
四
時
（
毎
週
二
時
）
漢
文
六
十
四
時
（
毎
週
二
時
）
文
法
十
六
時
（
隔
週
一
時
）
作
文
十
六
時
（
隔
週
一
時
）
第
四
学
年
百
六
十
時
（
毎
週
五
時
）
講
読
国
文
六
十
四
時
（
毎
週
二
時
）
２２４
国
語
科
教
育
課
程
の
成
立
と
展
開
三
九
漢
文
六
十
四
時
（
毎
週
二
時
）
文
法
十
六
時
（
隔
週
一
時
）
作
文
十
六
時
（
隔
週
一
時
）
 オ
「
教
授
ノ
注
意
」
と
し
て
、
精
細
な
指
導
事
項
を
一
〇
箇
条
に
わ
た
っ
て
示
し
て
い
る
。
一
講
読
・
文
法
・
作
文
及
話
方
ハ
常
ニ
相
互
ノ
関
連
ヲ
緊
密
ニ
シ
テ
指
導
ス
ベ
シ
一
講
読
ニ
於
テ
ハ
読
誦
ヲ
重
ン
ジ
反
復
練
習
ニ
依
リ
解
釈
ノ
根
基
ヲ
確
立
ス
ル
コ
ト
ニ
力
ム
ベ
シ
一
読
誦
ニ
於
テ
ハ
発
音
ヲ
正
シ
ク
シ
句
読
及
文
脈
ヲ
明
確
ニ
読
ミ
ナ
ラ
ハ
シ
ム
ル
ヤ
ウ
注
意
ス
ベ
シ
一
講
読
ニ
於
ケ
ル
解
釈
ハ
読
誦
ニ
依
リ
テ
得
タ
ル
意
味
ノ
把
握
ヲ
中
心
ト
シ
テ
語
句
・
文
章
ノ
的
確
ナ
ル
理
会
ニ
導
キ
表
現
ニ
即
シ
テ
国
民
精
神
ヲ
涵
養
ス
ル
コ
ト
ニ
留
意
ス
ベ
シ
支
那
ノ
典
籍
ニ
取
材
セ
ル
文
章
ハ
民
族
ノ
特
性
及
歴
史
ニ
照
シ
テ
理
会
セ
シ
メ
国
民
精
神
ト
ノ
関
係
ヲ
明
確
ニ
ス
ベ
シ
一
文
法
ニ
関
ス
ル
事
項
ハ
生
活
ノ
実
際
ニ
即
シ
テ
之
ヲ
習
得
セ
シ
メ
国
語
ノ
理
解
力
ト
発
表
力
ト
ヲ
的
確
ナ
ラ
シ
ム
ル
ト
共
ニ
国
語
ニ
対
ス
ル
関
心
ヲ
深
カ
ラ
シ
ム
ル
ベ
シ
一
作
文
ニ
於
テ
ハ
情
操
ヲ
涵
養
シ
識
見
ヲ
錬
磨
シ
国
民
生
活
ノ
発
展
ト
国
民
的
自
覚
ノ
深
化
ト
ヲ
期
ス
ベ
シ
一
作
文
ニ
於
テ
ハ
推
敲
ノ
必
要
ヲ
自
覚
セ
シ
メ
且
之
ニ
習
熟
セ
シ
ム
ベ
シ
尚
初
学
年
ニ
於
テ
正
確
ナ
ル
表
記
法
ヲ
習
得
セ
シ
ム
ベ
シ
一
話
方
ハ
時
・
処
・
位
ニ
応
ジ
テ
適
切
ヲ
期
シ
特
ニ
真
実
ヲ
尊
ビ
言
責
ヲ
重
ン
ズ
ル
ノ
精
神
ヲ
養
フ
ベ
シ
一
話
方
ニ
於
テ
ハ
訛
音
・
訛
語
ヲ
矯
正
シ
テ
醇
正
ナ
ル
発
音
・
語
彙
・
語
法
ニ
習
熟
セ
シ
ム
ル
ト
共
ニ
適
正
ナ
ル
話
方
・
聴
方
ノ
姿
勢
態
度
ヲ
修
練
セ
シ
ム
ベ
シ
一
話
方
ハ
特
設
セ
ル
時
間
ニ
於
テ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
学
校
生
活
ノ
全
般
ニ
亙
リ
之
ガ
修
練
ニ
力
ム
ベ
シ
（
傍
線
は
引
用
者
。）
こ
の
注
意
事
項
の
特
色
と
し
て
は
、
音
声
言
語
に
関
す
る
指
導
に
お
い
て
、
新
生
面
を
切
り
ひ
ら
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
四
号
四
〇
２２３
の
特
色
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。
 「
話
方
」
が
、
講
読
・
文
法
・
作
文
と
と
も
に
、
学
習
指
導
内
容
の
一
分
野
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
。
 「
相
互
ノ
関
連
ヲ
緊
密
ニ
シ
テ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
音
声
言
語
指
導
と
文
字
言
語
指
導
と
の
相
互
関
係
を
明
確
に
し
た
こ
と
。
 「
適
正
ナ
ル
話
方
・
聴
方
ノ
姿
勢
態
度
」
の
修
練
と
あ
る
よ
う
に
、
聞
き
方
に
関
す
る
指
導
を
提
示
し
、
聞
く
こ
と
の
分
野
を
取
り
上
げ
た
こ
と
。
 「
話
方
」
に
関
す
る
指
導
は
、
特
設
の
時
間
だ
け
で
な
く
、
学
校
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
指
導
す
べ
き
こ
と
を
示
し
た
こ
と
。
 
音
声
言
語
の
分
野
で
、
各
自
の
生
活
に
即
し
た
生
活
言
語
を
重
視
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
こ
と
。
こ
の
中
に
は
、
今
日
の
高
等
学
校
の
国
語
教
育
に
も
生
か
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
も
の
も
多
い
。
非
常
に
示
唆
に
富
む
、
ユ
ニ
ー
ク
な
指
導
事
項
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
当
時
の
戦
時
下
に
お
け
る
学
校
教
育
の
中
で
、
国
語
教
育
を
は
じ
め
、
教
育
活
動
そ
の
も
の
が
、
十
分
に
実
践
さ
れ
る
情
勢
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
二
〇
年
五
月
に
は
、「
戦
時
教
育
令
」
が
公
布
さ
れ
る
な
ど
、
生
徒
は
勤
労
奉
仕
で
工
場
に
動
員
さ
れ
る
な
ど
し
て
混
乱
の
う
ち
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
参
考
）
高
等
女
学
校
・
実
業
学
校
に
お
け
る
実
践
一
高
等
女
学
校
高
等
女
学
校
に
お
け
る
概
略
を
、
学
科
目
、
授
業
時
数
等
を
中
心
に
し
て
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
 
高
等
女
学
校
規
程
（
明
治
二
八
年
一
月
二
九
日
文
部
省
令
）

国
語
に
関
す
る
科
目
に
は
、「
国
語
」と「
習
字
」と
が
あ
り
、随
意
科
目
と
し
て「
漢
文
」が
設
け
ら
れ
た
。
２２２
国
語
科
教
育
課
程
の
成
立
と
展
開
四
一
 「
国
語
」は
、「
講
読
」と「
作
文
」に
分
か
れ
、読
方
、話
方
、作
文
、文
法
等
の
領
域
が
指
導
内
容
と
さ
れ
た
。
 
古
典
の
教
材
を
「
中
古
以
降
」
と
規
定
し
て
い
る
。
 
授
業
時
数
は
、「
国
語
」（
講
読
・
作
文
）は
、第
一
学
年
と
第
二
学
年
は
毎
週
五
時
間
、第
三
学
年
か
ら
第
六
学
年
ま
で
は
毎
週
四
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
 
こ
の
規
程
が
公
布
さ
れ
る
ま
で
は
、
多
く
の
学
校
で
は
、
読
書
科
を
設
け
、「
講
読
」
で
は
「
漢
字
交
リ
文
、
漢
文
、
和
文
、
文
法
」
を
「
作
文
」
で
は
「
叙
事
文
、
日
用
文
」
を
主
に
指
導
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
 
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
（
明
治
三
四
年
三
月
二
二
日
文
部
省
令
）

古
典
教
育
の
教
材
の
範
囲
が
、
従
前
の
「
漸
ク
中
古
以
降
ノ
平
易
ニ
シ
テ
雅
馴
ナ
ル
文
章
及
歌
ニ
及
ホ
シ
」
か
ら
、「
進
ミ
テ
ハ
近
古
ノ
文
章
ニ
及
ホ
シ
」
と
改
め
ら
れ
た
。

そ
れ
ま
で
学
科
目
と
し
て
独
立
し
て
い
た
「
習
字
」
は
「
国
語
」
に
編
入
さ
れ
、
ま
た
随
意
科
目
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
「
漢
文
」
は
省
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

毎
週
授
業
時
数
も
、
四
年
制
の
場
合
は
「
六
六
五
五
」、
五
年
制
の
場
合
は
「
六
六
六
五
五
」
と
な
っ
た
。

高
等
女
学
校
教
授
要
目
（
明
治
三
六
年
三
月
九
日
文
部
省
訓
令
）

要
目
の
中
で
、「
講
読
ノ
材
料
」
や
「
材
料
ノ
配
当
」
な
ど
、
詳
細
な
規
定
が
な
さ
れ
た
。
「
国
語
」
は
「
講
読
（
読
方
・
解
釈
・
暗
誦
）」、「
文
法
及
作
文
」、「
習
字
」
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
詳
細
な
規
定
が
な
さ
れ
た
の
は
、
中
学
校
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

高
等
女
学
校
及
実
科
高
等
女
学
校
教
授
要
目
（
明
治
四
四
年
七
月
二
九
日
文
部
省
訓
令
）
「
国
語
」
の
四
分
科
は
前
回
と
同
じ
で
あ
る
が
、「
講
読
」
は
、
読
方
及
解
釈
・
話
方
・
暗
誦
・
書
取
を
そ
の
内
容
と
し
て
い
る
。
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
四
号
四
二
２２１
 高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
中
改
正
（
大
正
九
年
七
月
二
一
日
文
部
省
令
）
「
国
語
」
の
毎
週
授
業
時
数
は
、
修
業
年
限
が
五
年
制
に
あ
っ
て
は
、「
六
六
六
五
五
」
に
、
四
年
制
に
あ
っ
て
は
「
六
六
五
五
」
に
、
三
年
制
に
あ
っ
て
は
「
五
五
五
」
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、「
高
等
女
学
校
令
中
改
正
」
に
よ
り
、
修
業
年
限
を
五
箇
年
又
は
四
箇
年
と
し
、
三
箇
年
の
学
校
も
認
め
た
た
め
の
措
置
で
あ
る
。
従
前
の
四
年
を
基
本
と
し
た
も
の
を
五
年
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

高
等
女
学
校
教
科
教
授
及
修
練
指
導
要
目
（
昭
和
一
八
年
三
月
二
五
日
文
部
省
訓
令
）

高
等
女
学
校
は
、中
学
校
、実
業
学
校
と
と
も
に
、一
括
し
て「
中
等
学
校
」と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
国
語
」は
、「
修
身
」「
歴
史
及
地
理
」と
と
も
に
国
民
科
の
一
科
目
と
な
る
。
「
国
民
科
国
語
」は
、講
読
・
文
法
・
作
文
及
話
方
の
四
領
域
と
な
る
。
「
講
読
」に「
漢
文
」が
導
入
さ
れ
、「
国
文
」と
と
も
に
学
習
す
る
こ
と
と
な
る
。
「
習
字
」は
、「
芸
能
科
書
道
」と
な
る
。

教
科
書
は
、国
定
教
科
書
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

毎
週
授
業
時
数
は
、
四
年
制
で
「
五
五
四
四
」
と
な
る
。
二
実
業
学
校

徒
弟
学
校
規
程
（
明
治
二
七
年
七
月
二
五
日
文
部
省
令
）

徒
弟
学
校
の
教
科
目
と
し
て
は
、
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
希
望
に
よ
り
、「
国
語
」・「
習
字
」・「
作
文
」
を
授
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
実
態
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。

実
業
学
校
令
（
明
治
三
二
年
二
月
七
日
勅
令
）
２２０
国
語
科
教
育
課
程
の
成
立
と
展
開
四
三
 
こ
の
令
の
公
布
に
よ
り
、
実
業
学
校
の
種
類
に
よ
り
、
学
科
目
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。
工
業
学
校
読
書
・
作
文
農
業
学
校
甲
種
読
書
・
作
文
乙
種
読
書
・
習
字
・
作
文
商
業
学
校
読
書
・
習
字
・
作
文
水
産
学
校
国
語
 
修
業
年
限
は
、
い
ず
れ
も
原
則
と
し
て
、
三
箇
年
と
な
っ
て
い
る
。
 
実
業
学
校
教
授
要
目
（
昭
和
一
二
年
三
月
二
七
日
文
部
省
訓
令
）
「
国
語
」
の
科
目
が
設
定
さ
れ
る
。

授
業
内
容
は
、「
講
読
」・「
作
文
」・「
文
法
及
習
字
」
と
し
た
。
ま
た
、「
漢
文
」
を
加
え
る
こ
と
も
可
能
と
さ
れ
た
。

こ
の
要
目
は
、
修
業
年
限
五
箇
年
の
も
の
を
標
準
と
し
て
い
る
。
授
業
時
数
は
第
一
学
年
か
ら
第
三
学
年
ま
で
は
、「
毎
週
四
時
乃
至
六
時
」、
第
四
学
年
「
毎
週
二
時
乃
至
四
時
」、
第
五
学
年
「
毎
週
二
時
乃
至
三
時
」
と
な
っ
て
い
る
。

実
業
学
校
規
程
（
昭
和
一
八
年
三
月
二
日
文
部
省
令
）

従
来
の
「
実
業
学
校
令
」
は
廃
止
さ
れ
、
実
業
学
校
は
、
中
学
校
・
高
等
女
学
校
と
と
も
に
「
中
等
学
校
」
と
し
て
包
括
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
国
語
」
は
、
中
学
校
と
同
じ
よ
う
に
、
国
民
科
の
一
科
目
と
な
り
、「
国
民
科
国
語
」
と
な
っ
た
。

修
業
年
限
は
四
箇
年
と
し
た
が
、
男
子
に
あ
っ
て
は
三
箇
年
、
女
子
に
あ
っ
て
は
二
箇
年
も
認
め
ら
れ
た
。
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
四
号
四
四
２１９
おわ
り
に
本
稿
で
は
、
旧
制
の
中
等
国
語
教
育
の
実
践
の
跡
を
、
法
令
を
中
心
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
足
跡
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
時
代
の
流
れ
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
着
実
に
実
践
さ
れ
て
き
た
歩
み
は
、
私
ど
も
に
大
き
な
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。
国
語
科
教
育
の
実
践
史
の
把
握
に
は
、
古
典
教
育
史
、
文
法
教
育
史
、
作
文
教
育
史
等
種
々
の
と
ら
え
方
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
法
令
を
中
心
と
し
た
変
遷
の
中
で
、
教
育
実
践
の
全
体
像
が
、
浮
き
彫
り
に
な
る
よ
う
努
め
た
つ
も
り
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
昭
和
二
二
年
の
「
学
習
指
導
要
領
一
般
編
（
試
案
）」
か
ら
「
平
成
一
一
年
改
訂
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
」
に
至
る
、
昭
和
戦
後
期
の
把
握
が
な
さ
れ
て
こ
そ
、「
国
語
科
教
育
課
程
の
成
立
と
展
開
」
は
、
真
の
姿
を
現
す
の
で
あ
る
が
、
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
と
思
う
。
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